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1.IPNWサービスの動向

Internet Week 2007
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通信ネットワークの変遷

・電話回線（従量料金制）にデータ通信をのせる・電話回線（従量料金制）にデータ通信をのせる・電話回線（従量料金制）にデータ通信をのせる・電話回線（従量料金制）にデータ通信をのせる
・専用線にデータ通信をのせる・専用線にデータ通信をのせる・専用線にデータ通信をのせる・専用線にデータ通信をのせる

・情報コンセントをコンセプトに、・情報コンセントをコンセプトに、・情報コンセントをコンセプトに、・情報コンセントをコンセプトに、
常時接続定額サービスを目指す常時接続定額サービスを目指す常時接続定額サービスを目指す常時接続定額サービスを目指す
・専用線接続インターネット・専用線接続インターネット・専用線接続インターネット・専用線接続インターネット
・ダイヤルアップ接続インターネット・ダイヤルアップ接続インターネット・ダイヤルアップ接続インターネット・ダイヤルアップ接続インターネット

パソコン通信パソコン通信パソコン通信パソコン通信

・・・・ADSL常時接続インターネット（試験）常時接続インターネット（試験）常時接続インターネット（試験）常時接続インターネット（試験）
・フレッツ・フレッツ・フレッツ・フレッツISDN＋＋＋＋ISP（定額アクセスの誕生）（定額アクセスの誕生）（定額アクセスの誕生）（定額アクセスの誕生）

1999.7 NTTの再編の再編の再編の再編

・・・・フレッツフレッツフレッツフレッツADSL＋＋＋＋ISP（（（（BBアクセスの誕生）アクセスの誕生）アクセスの誕生）アクセスの誕生）
・法人向け・法人向け・法人向け・法人向けIP-VPN（低速系中心）（低速系中心）（低速系中心）（低速系中心）

ADSLとメタル開放論とメタル開放論とメタル開放論とメタル開放論
ADSL事業者の本格参入事業者の本格参入事業者の本格参入事業者の本格参入

・・・・Bフレッツ＋フレッツ＋フレッツ＋フレッツ＋ISP（（（（FTTHアクセスの誕生）アクセスの誕生）アクセスの誕生）アクセスの誕生）
・法人向け・法人向け・法人向け・法人向けIP-VPN、広域イーサ（光アクセス）、広域イーサ（光アクセス）、広域イーサ（光アクセス）、広域イーサ（光アクセス）

電話回線電話回線電話回線電話回線

携帯電話携帯電話携帯電話携帯電話

IP電話電話電話電話

インターネットインターネットインターネットインターネット

1994 マルチメディア推進マルチメディア推進マルチメディア推進マルチメディア推進

1980年代年代年代年代

1985 事業法の改正事業法の改正事業法の改正事業法の改正
NTT民営化民営化民営化民営化

1995年～年～年～年～

2000年～年～年～年～

1995.7 PHS開始開始開始開始

2005年～年～年～年～

NGNの時代に向けての時代に向けての時代に向けての時代に向けて2010年年年年

次世代ネットワーク構築に向けた取り組み次世代ネットワーク構築に向けた取り組み次世代ネットワーク構築に向けた取り組み次世代ネットワーク構築に向けた取り組み

2005.11 中期経営戦略中期経営戦略中期経営戦略中期経営戦略

1995年年年年 Windows95登場登場登場登場

メールとメールとメールとメールとWeb利用利用利用利用

Web2.0時代時代時代時代

映像配信ビジネス映像配信ビジネス映像配信ビジネス映像配信ビジネス

多様なビジネス拡張多様なビジネス拡張多様なビジネス拡張多様なビジネス拡張
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電話屋からマルチメディア屋へ電話屋からマルチメディア屋へ電話屋からマルチメディア屋へ電話屋からマルチメディア屋へ

web

光光光光

VoIP

常時接続、双方向常時接続、双方向常時接続、双方向常時接続、双方向

B-ISDN
（（（（ATM））））

光光光光

PHSPIAFS(64kbps)

PHS

FMC

N-ISDN

ADSL

光光光光 VoD

PHS

携帯電話パケット網携帯電話パケット網携帯電話パケット網携帯電話パケット網

従量従量従量従量課金課金課金課金、片方向、片方向、片方向、片方向

3G

フレッツ網フレッツ網フレッツ網フレッツ網

常時接続、双方向常時接続、双方向常時接続、双方向常時接続、双方向

ﾒﾀﾙﾒﾀﾙﾒﾀﾙﾒﾀﾙ

電話電話電話電話

ﾃﾞｰﾀﾃﾞｰﾀﾃﾞｰﾀﾃﾞｰﾀ

映像映像映像映像

電話電話電話電話

映像映像映像映像

電話電話電話電話

電話電話電話電話

Internet

Internet

Internet

Internet

2B+D

128K

OCN

Internet
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音声通信、専用線、パケット通信からの変化音声通信、専用線、パケット通信からの変化音声通信、専用線、パケット通信からの変化音声通信、専用線、パケット通信からの変化

PBX

PSTN電話電話電話電話/FAX

移動体通信網移動体通信網移動体通信網移動体通信網携帯電話携帯電話携帯電話携帯電話

PHS

電話電話電話電話

PSTN

PSTN/移動体通信網移動体通信網移動体通信網移動体通信網

専用線専用線専用線専用線

携帯電話携帯電話携帯電話携帯電話

LAN
LAN

パケット通信網パケット通信網パケット通信網パケット通信網

IP-VPN等等等等

専用線専用線専用線専用線

専用線専用線専用線専用線

FAX

距離・速度別定額料金距離・速度別定額料金距離・速度別定額料金距離・速度別定額料金

距離・時間別従量料金距離・時間別従量料金距離・時間別従量料金距離・時間別従量料金

情報量別従量料金情報量別従量料金情報量別従量料金情報量別従量料金

帯域別定額料帯域別定額料帯域別定額料帯域別定額料金金金金
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ISP(OCN)

フレッツ網フレッツ網フレッツ網フレッツ網
（地域（地域（地域（地域IP網）網）網）網）

ブロードバンドネットワークブロードバンドネットワークブロードバンドネットワークブロードバンドネットワークの構成イメージの構成イメージの構成イメージの構成イメージ

広域イーサ広域イーサ広域イーサ広域イーサ

光アク光アク光アク光アク
セスセスセスセス

ひかり電話ひかり電話ひかり電話ひかり電話

映像配信映像配信映像配信映像配信

ADSL

電話網電話網電話網電話網

ATMﾒｶﾞﾘﾝｸﾒｶﾞﾘﾝｸﾒｶﾞﾘﾝｸﾒｶﾞﾘﾝｸ

/MDN

光アク光アク光アク光アク
セスセスセスセス

光アク光アク光アク光アク
セスセスセスセス

IP-NWへへへへ Ether-NWへへへへ

IP-VPN等等等等

業務用システム業務用システム業務用システム業務用システム
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フレッツ網

PSTN

ADSL FTTH 専用線

モバイルモバイルモバイルモバイル

3G/PHS

Wi-Fi

HOTSPOT
WiMAX

Dedicated

Hosting

カスタマ

DB
CTI 等

NTT Com NTT Com NTT Com NTT Com NTT Com NTT Com NTT Com NTT Com データセンタデータセンタデータセンタデータセンタデータセンタデータセンタデータセンタデータセンタ

The Global

Internet

The Global

Internet

ISP
センタ

IP-VPN,e-VLAN等等等等Internet（（（（OCN））））

地域会社等地域会社等地域会社等地域会社等

NTTコムコムコムコム

Other

Carriers

Other

Carriers

コンテンツコンテンツコンテンツコンテンツ

Web & 

Mail

Shared

Hosting

IX

ﾓﾊﾞｲﾙﾓﾊﾞｲﾙﾓﾊﾞｲﾙﾓﾊﾞｲﾙ
GW

IP-Centrex ｾﾝﾀ

ASP
移動体通信会社移動体通信会社移動体通信会社移動体通信会社

・電・電・電・電話網（県間、国際、付加サービス、ＩＰ電話）話網（県間、国際、付加サービス、ＩＰ電話）話網（県間、国際、付加サービス、ＩＰ電話）話網（県間、国際、付加サービス、ＩＰ電話）
・インターネット接続（ＯＣＮ、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙＩＰﾈｯﾄﾜｰｸ）・インターネット接続（ＯＣＮ、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙＩＰﾈｯﾄﾜｰｸ）・インターネット接続（ＯＣＮ、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙＩＰﾈｯﾄﾜｰｸ）・インターネット接続（ＯＣＮ、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙＩＰﾈｯﾄﾜｰｸ）
・データ通信サービス・データ通信サービス・データ通信サービス・データ通信サービス

－ＩＰ－ＶＰＮ（－ＩＰ－ＶＰＮ（－ＩＰ－ＶＰＮ（－ＩＰ－ＶＰＮ（Arcster IP-VPN,ArcsterｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｸﾞﾛｰﾊﾞﾙIP-VPN)
－広域イーサ（－広域イーサ（－広域イーサ（－広域イーサ（e-VLAN,ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｽｰﾊﾟｰﾘﾝｸ）ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｽｰﾊﾟｰﾘﾝｸ）ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｽｰﾊﾟｰﾘﾝｸ）ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｽｰﾊﾟｰﾘﾝｸ）

・専用サービス・専用サービス・専用サービス・専用サービス （ｷﾞｶﾞｳｪｲ、ｲｰｻｱｰｸｽﾄﾘｰﾑ、（ｷﾞｶﾞｳｪｲ、ｲｰｻｱｰｸｽﾄﾘｰﾑ、（ｷﾞｶﾞｳｪｲ、ｲｰｻｱｰｸｽﾄﾘｰﾑ、（ｷﾞｶﾞｳｪｲ、ｲｰｻｱｰｸｽﾄﾘｰﾑ、Arcsterｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ専用）ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ専用）ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ専用）ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ専用）

・電・電・電・電話網（県間、国際、付加サービス、ＩＰ電話）話網（県間、国際、付加サービス、ＩＰ電話）話網（県間、国際、付加サービス、ＩＰ電話）話網（県間、国際、付加サービス、ＩＰ電話）
・インターネット接続（ＯＣＮ、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙＩＰﾈｯﾄﾜｰｸ）・インターネット接続（ＯＣＮ、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙＩＰﾈｯﾄﾜｰｸ）・インターネット接続（ＯＣＮ、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙＩＰﾈｯﾄﾜｰｸ）・インターネット接続（ＯＣＮ、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙＩＰﾈｯﾄﾜｰｸ）
・データ通信サービス・データ通信サービス・データ通信サービス・データ通信サービス

－ＩＰ－ＶＰＮ（－ＩＰ－ＶＰＮ（－ＩＰ－ＶＰＮ（－ＩＰ－ＶＰＮ（Arcster IP-VPN,ArcsterｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｸﾞﾛｰﾊﾞﾙIP-VPN)
－広域イーサ（－広域イーサ（－広域イーサ（－広域イーサ（e-VLAN,ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｽｰﾊﾟｰﾘﾝｸ）ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｽｰﾊﾟｰﾘﾝｸ）ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｽｰﾊﾟｰﾘﾝｸ）ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｽｰﾊﾟｰﾘﾝｸ）

・専用サービス・専用サービス・専用サービス・専用サービス （ｷﾞｶﾞｳｪｲ、ｲｰｻｱｰｸｽﾄﾘｰﾑ、（ｷﾞｶﾞｳｪｲ、ｲｰｻｱｰｸｽﾄﾘｰﾑ、（ｷﾞｶﾞｳｪｲ、ｲｰｻｱｰｸｽﾄﾘｰﾑ、（ｷﾞｶﾞｳｪｲ、ｲｰｻｱｰｸｽﾄﾘｰﾑ、Arcsterｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ専用）ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ専用）ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ専用）ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ専用）

NTTNTTNTTNTTコムが提コムが提コムが提コムが提供している主な通信サービス供している主な通信サービス供している主な通信サービス供している主な通信サービス
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NTTNTTNTTNTT次世代次世代次世代次世代NWNWNWNWサービスの概要サービスの概要サービスの概要サービスの概要

今後、今後、今後、今後、NTT地域会社が提供予定の次世代地域会社が提供予定の次世代地域会社が提供予定の次世代地域会社が提供予定の次世代NWサービスとしては、大きく以下のサービスとしては、大きく以下のサービスとしては、大きく以下のサービスとしては、大きく以下の3点があげられる点があげられる点があげられる点があげられる

1. フレッツ網の拡張による優先制御サービスフレッツ網の拡張による優先制御サービスフレッツ網の拡張による優先制御サービスフレッツ網の拡張による優先制御サービス(クラスクラスクラスクラスA:最優先最優先最優先最優先 クラスクラスクラスクラスB:高優先高優先高優先高優先 クラスクラスクラスクラスC:優先優先優先優先 BE)
2. 次世代次世代次世代次世代NW用用用用CA（コールエージェント）を利用した、（コールエージェント）を利用した、（コールエージェント）を利用した、（コールエージェント）を利用した、SIPアクセスサービスアクセスサービスアクセスサービスアクセスサービス
3. 県間通信を含む、県間通信を含む、県間通信を含む、県間通信を含む、Etherサービス（サービス（サービス（サービス（Ether OAMを利用したマネジメント強化）を利用したマネジメント強化）を利用したマネジメント強化）を利用したマネジメント強化）

SIP
サーバサーバサーバサーバ

AP等等等等
最優先最優先最優先最優先

高優先高優先高優先高優先

ＢＥＢＥＢＥＢＥ

ONUHGW

MC

Ether
他社他社他社他社
NW

ISP

等等等等◎◎◎◎

◎◎◎◎

◎◎◎◎

◎◎◎◎

NNI

◎◎◎◎

SNI

法人向け法人向け法人向け法人向け
Ether

UNI

SIP
サーバサーバサーバサーバ

優優優優 先先先先

次世代次世代次世代次世代NW(NGN)

アプリケーション系アプリケーション系アプリケーション系アプリケーション系
インタラクション系インタラクション系インタラクション系インタラクション系
映像配信系映像配信系映像配信系映像配信系

インターネット接続インターネット接続インターネット接続インターネット接続

IP電話電話電話電話,TV電話電話電話電話
他社他社他社他社NW経由のサーバ経由のサーバ経由のサーバ経由のサーバ

AP等等等等

NTT Comトライアル参加
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2.ISP/OCNの全体像

Internet Week 2007
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国内国内国内国内
ISP

アクセス網アクセス網アクセス網アクセス網

ONUONUONUONU

iDC

Home

ONUONUONUONU

海外海外海外海外
ISP

IX

国内国内国内国内
ISP

国際回線国際回線国際回線国際回線

Office

インターネット接続の基本構成



Copyright 2007- NTT Communications Corporation 11

パケットパケット
網網

((DopaDopa))

高速ﾃﾞｼﾞﾀﾙ／ﾌﾚｰﾑﾘﾚｰ高速ﾃﾞｼﾞﾀﾙ高速ﾃﾞｼﾞﾀﾙ／／ﾌﾚｰﾑﾘﾚｰﾌﾚｰﾑﾘﾚｰ

携帯網携帯網

高速ﾃﾞｼﾞﾀﾙ
ﾌﾚｰﾑﾘﾚｰ

高速ﾃﾞｼﾞﾀﾙ高速ﾃﾞｼﾞﾀﾙ
ﾌﾚｰﾑﾘﾚｰﾌﾚｰﾑﾘﾚｰ

IP routingIP routing
network network 
CionnectingCionnecting
serviceservice

LAN

PHS network PHS network 

LANLAN

xDSLxDSL

全てのユーザニーズに応えるフルラインナップを提供全てのユーザニーズに応えるフルラインナップを提供全てのユーザニーズに応えるフルラインナップを提供全てのユーザニーズに応えるフルラインナップを提供全てのユーザニーズに応えるフルラインナップを提供全てのユーザニーズに応えるフルラインナップを提供全てのユーザニーズに応えるフルラインナップを提供全てのユーザニーズに応えるフルラインナップを提供

OCN Internet OCN Internet OCN Internet OCN Internet 接続サービス概要接続サービス概要接続サービス概要接続サービス概要

ACCA
Network

ACCAACCA
NetworkNetwork

ADSLADSL FTTHFTTH
【【BFlet'sBFlet's】】

ADSLADSL

LAN

OCN OCN OCN OCN OCN OCN OCN OCN ハウジングサービスハウジングサービスハウジングサービスハウジングサービスハウジングサービスハウジングサービスハウジングサービスハウジングサービス
Power MailPower Mail／／ MailMail＆＆WebWeb

LAN

PSTNPSTN／／ISDNISDN

Ether/FE/GEEther/FE/GE
ATM/STMATM/STM
FWAFWA

LAN

ADSLADSLFTTHFTTH
【【BFlet'sBFlet's】】

OCN OCN OCN OCN OCN OCN OCN OCN バックボーンバックボーンバックボーンバックボーンバックボーンバックボーンバックボーンバックボーン

専用線専用線専用線専用線専用線専用線専用線専用線

専用線専用線専用線専用線専用線専用線専用線専用線

Ether/FE/GEEther/FE/GEEther/FE/GEEther/FE/GEEther/FE/GEEther/FE/GEEther/FE/GEEther/FE/GE
ATM/STMATM/STMATM/STMATM/STMATM/STMATM/STMATM/STMATM/STM

アナログ回線アナログ回線

ISDN ISDN 回線回線
ＰＨＳＰＨＳ Cellular phoneCellular phone

【【【【【【【【NWNW構成イメージ構成イメージ構成イメージ構成イメージ構成イメージ構成イメージ構成イメージ構成イメージ】】】】】】】】

コンシューマユーザコンシューマユーザコンシューマユーザコンシューマユーザコンシューマユーザコンシューマユーザコンシューマユーザコンシューマユーザ ビジネスユーザビジネスユーザビジネスユーザビジネスユーザビジネスユーザビジネスユーザビジネスユーザビジネスユーザ

高品質高品質シェアード型サービスシェアード型サービス 安定帯域安定帯域

ダイヤルアップ／ブロードバンドダイヤルアップ／ブロードバンド
ダイヤルアップ／ブロードバンドダイヤルアップ／ブロードバンド

固定固定IPIPアドレスアドレス 常時接続常時接続

高スループット高スループット

ACCA
Network

ACCAACCA
NetworkNetwork

LAN

ISDNISDN

Flet's
網

Flet'sFlet's
網網

IPCentrex(VoIP)

OCN Mail Gateway/OCN Web Gateway

Security Web/PC Patrol

ＯＣＮＯＣＮ

ハウジング用ハウジング用

接続サービス接続サービス

NTTNTT--COMCOM
ハウジングビハウジングビ

ルル

ＯＣＮＯＣＮ
光光

アクセスアクセス
IP1/8/16IP1/8/16

BBフレッツフレッツ

プランプラン

ＯＣＮＯＣＮ
エコノミーエコノミー

スタンダードスタンダード
エンタープライズエンタープライズ

ビジネスビジネス

ＯＣＮＯＣＮ

スーパースーパー

ＯＣＮＯＣＮ

ＤＳＬＤＳＬ

アクセスアクセス

スーパースーパー

ＯＣＮＯＣＮ
・・

スーパースーパー
ＯＣＮライトＯＣＮライト

ＯＣＮＯＣＮ
ISDNISDN

アクセスアクセス
IP1/8IP1/8

フレッツフレッツ

プランプラン

ＯＣＮＯＣＮ

ＡＤＳＬＡＤＳＬ
サービスサービス
１１..５５MM（Ａ）（Ａ）

８８MM（Ａ）（Ａ）

ＯＣＮＯＣＮ

ＡＤＳＬＡＤＳＬ
アクセスアクセス

フレッツフレッツ

プランプラン

ＯＣＮＯＣＮ

光光
アクセスアクセス

フレッツフレッツ

プランプラン

ＯＣＮダイヤルアクセスＯＣＮダイヤルアクセス
コミコミ･･デ・プラン／ライト／ナチュラル／フラットプランデ・プラン／ライト／ナチュラル／フラットプラン

ＯＣＮＯＣＮ
ＡＤＳＬＡＤＳＬ

アクセスアクセス
IP1/8/16IP1/8/16

フレッツフレッツ

プランプラン



Copyright 2007- NTT Communications Corporation 12

上
位
レ
イ
ヤ

I
P
レ
イ
ヤ

リ
ン
ク
レ
イ
ヤ

ユーザユーザユーザユーザ系系系系

ECECECEC
音声統合、音声統合、音声統合、音声統合、サービスサービスサービスサービス統合統合統合統合
NWNWNWNW管理の管理の管理の管理のアウトソーシングアウトソーシングアウトソーシングアウトソーシング
コンテンツコンテンツコンテンツコンテンツ配信配信配信配信ソリューションソリューションソリューションソリューション
インテリジェントメディアインテリジェントメディアインテリジェントメディアインテリジェントメディア

ECECECEC
音声統合、音声統合、音声統合、音声統合、サービスサービスサービスサービス統合統合統合統合
NWNWNWNW管理の管理の管理の管理のアウトソーシングアウトソーシングアウトソーシングアウトソーシング
コンテンツコンテンツコンテンツコンテンツ配信配信配信配信ソリューションソリューションソリューションソリューション
インテリジェントメディアインテリジェントメディアインテリジェントメディアインテリジェントメディア

NWNWNWNW系系系系サーバサーバサーバサーバ関連関連関連関連

高付加価値高付加価値高付加価値高付加価値ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｻｰﾋﾞｽｲﾝﾀｰﾈｯﾄｻｰﾋﾞｽｲﾝﾀｰﾈｯﾄｻｰﾋﾞｽｲﾝﾀｰﾈｯﾄｻｰﾋﾞｽ
IPIPIPIP電話、電話、電話、電話、FAXFAXFAXFAX
メディアメディアメディアメディア変換変換変換変換

高付加価値高付加価値高付加価値高付加価値ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｻｰﾋﾞｽｲﾝﾀｰﾈｯﾄｻｰﾋﾞｽｲﾝﾀｰﾈｯﾄｻｰﾋﾞｽｲﾝﾀｰﾈｯﾄｻｰﾋﾞｽ
IPIPIPIP電話、電話、電話、電話、FAXFAXFAXFAX
メディアメディアメディアメディア変換変換変換変換

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ関連ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ関連ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ関連ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ関連

統合ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ統合ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ統合ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ統合ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ
保守運用支援ﾂｰﾙ保守運用支援ﾂｰﾙ保守運用支援ﾂｰﾙ保守運用支援ﾂｰﾙ

統合ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ統合ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ統合ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ統合ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ
保守運用支援ﾂｰﾙ保守運用支援ﾂｰﾙ保守運用支援ﾂｰﾙ保守運用支援ﾂｰﾙ

端末、端末、端末、端末、LANLANLANLAN

USBUSBUSBUSB
IEEEIEEEIEEEIEEE1394139413941394
ﾜｲﾔﾚｽﾜｲﾔﾚｽﾜｲﾔﾚｽﾜｲﾔﾚｽ
FirewallFirewallFirewallFirewall
IIIIPPPPsecsecsecsec
NATNATNATNAT

USBUSBUSBUSB
IEEEIEEEIEEEIEEE1394139413941394
ﾜｲﾔﾚｽﾜｲﾔﾚｽﾜｲﾔﾚｽﾜｲﾔﾚｽ
FirewallFirewallFirewallFirewall
IIIIPPPPsecsecsecsec
NATNATNATNAT

ｱｸｾｽﾗｲﾝｱｸｾｽﾗｲﾝｱｸｾｽﾗｲﾝｱｸｾｽﾗｲﾝ

ADSLADSLADSLADSL
ｻｰﾋﾞｽ多量ｻｰﾋﾞｽ多量ｻｰﾋﾞｽ多量ｻｰﾋﾞｽ多量
MDNMDNMDNMDN
CATVCATVCATVCATVｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ
光光光光ﾌﾚｯﾂｱｸｾｽﾌﾚｯﾂｱｸｾｽﾌﾚｯﾂｱｸｾｽﾌﾚｯﾂｱｸｾｽ
地域地域地域地域IPIPIPIPｻｰﾋﾞｽｻｰﾋﾞｽｻｰﾋﾞｽｻｰﾋﾞｽ
衛星通信衛星通信衛星通信衛星通信
PIAFSPIAFSPIAFSPIAFS
３３３３GGGG

ADSLADSLADSLADSL
ｻｰﾋﾞｽ多量ｻｰﾋﾞｽ多量ｻｰﾋﾞｽ多量ｻｰﾋﾞｽ多量
MDNMDNMDNMDN
CATVCATVCATVCATVｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ
光光光光ﾌﾚｯﾂｱｸｾｽﾌﾚｯﾂｱｸｾｽﾌﾚｯﾂｱｸｾｽﾌﾚｯﾂｱｸｾｽ
地域地域地域地域IPIPIPIPｻｰﾋﾞｽｻｰﾋﾞｽｻｰﾋﾞｽｻｰﾋﾞｽ
衛星通信衛星通信衛星通信衛星通信
PIAFSPIAFSPIAFSPIAFS
３３３３GGGG

ｴｯｼﾞﾉｰﾄﾞ技術ｴｯｼﾞﾉｰﾄﾞ技術ｴｯｼﾞﾉｰﾄﾞ技術ｴｯｼﾞﾉｰﾄﾞ技術

県内回線県内回線県内回線県内回線

電話網と電話網と電話網と電話網とIPIPIPIP網のｼｰﾑﾚｽ化網のｼｰﾑﾚｽ化網のｼｰﾑﾚｽ化網のｼｰﾑﾚｽ化
QoSQoSQoSQoS((((優先制御技術）優先制御技術）優先制御技術）優先制御技術）
IPIPIPIPｖｖｖｖ6666変換変換変換変換
マルチキャストマルチキャストマルチキャストマルチキャスト
L2TPL2TPL2TPL2TP

電話網と電話網と電話網と電話網とIPIPIPIP網のｼｰﾑﾚｽ化網のｼｰﾑﾚｽ化網のｼｰﾑﾚｽ化網のｼｰﾑﾚｽ化
QoSQoSQoSQoS((((優先制御技術）優先制御技術）優先制御技術）優先制御技術）
IPIPIPIPｖｖｖｖ6666変換変換変換変換
マルチキャストマルチキャストマルチキャストマルチキャスト
L2TPL2TPL2TPL2TP

ﾌﾚｰﾑﾘﾚｰﾌﾚｰﾑﾘﾚｰﾌﾚｰﾑﾘﾚｰﾌﾚｰﾑﾘﾚｰ
ATMATMATMATMﾒｶﾞﾘﾝｸﾒｶﾞﾘﾝｸﾒｶﾞﾘﾝｸﾒｶﾞﾘﾝｸ
SONETSONETSONETSONET
WDMWDMWDMWDM

ﾌﾚｰﾑﾘﾚｰﾌﾚｰﾑﾘﾚｰﾌﾚｰﾑﾘﾚｰﾌﾚｰﾑﾘﾚｰ
ATMATMATMATMﾒｶﾞﾘﾝｸﾒｶﾞﾘﾝｸﾒｶﾞﾘﾝｸﾒｶﾞﾘﾝｸ
SONETSONETSONETSONET
WDMWDMWDMWDM

県間回線県間回線県間回線県間回線

ATMATMATMATMﾊﾞｯｸﾎﾞｰﾝﾊﾞｯｸﾎﾞｰﾝﾊﾞｯｸﾎﾞｰﾝﾊﾞｯｸﾎﾞｰﾝ
IPIPIPIPﾊﾞｯｸﾎﾞｰﾝﾊﾞｯｸﾎﾞｰﾝﾊﾞｯｸﾎﾞｰﾝﾊﾞｯｸﾎﾞｰﾝ
WDMWDMWDMWDM

ATMATMATMATMﾊﾞｯｸﾎﾞｰﾝﾊﾞｯｸﾎﾞｰﾝﾊﾞｯｸﾎﾞｰﾝﾊﾞｯｸﾎﾞｰﾝ
IPIPIPIPﾊﾞｯｸﾎﾞｰﾝﾊﾞｯｸﾎﾞｰﾝﾊﾞｯｸﾎﾞｰﾝﾊﾞｯｸﾎﾞｰﾝ
WDMWDMWDMWDM

対外接続対外接続対外接続対外接続

ﾊｳｼﾞﾝｸﾞﾊｳｼﾞﾝｸﾞﾊｳｼﾞﾝｸﾞﾊｳｼﾞﾝｸﾞﾊｳｼﾞﾝｸﾞﾊｳｼﾞﾝｸﾞﾊｳｼﾞﾝｸﾞﾊｳｼﾞﾝｸﾞ

ｺｱﾉｰﾄﾞ技術ｺｱﾉｰﾄﾞ技術ｺｱﾉｰﾄﾞ技術ｺｱﾉｰﾄﾞ技術

高速ﾙｰﾀ高速ﾙｰﾀ高速ﾙｰﾀ高速ﾙｰﾀ
QoSQoSQoSQoS((((優先制御技術）優先制御技術）優先制御技術）優先制御技術）
MPLSMPLSMPLSMPLS

高速ﾙｰﾀ高速ﾙｰﾀ高速ﾙｰﾀ高速ﾙｰﾀ
QoSQoSQoSQoS((((優先制御技術）優先制御技術）優先制御技術）優先制御技術）
MPLSMPLSMPLSMPLS

インターネット運用インターネット運用インターネット運用インターネット運用

対外接続運用対外接続運用対外接続運用対外接続運用
（（（（BGPBGPBGPBGP、、、、peeringpeeringpeeringpeering運用）運用）運用）運用）

対外接続運用対外接続運用対外接続運用対外接続運用
（（（（BGPBGPBGPBGP、、、、peeringpeeringpeeringpeering運用）運用）運用）運用）

インターネットインターネットインターネットインターネット
公衆網公衆網公衆網公衆網

ISPISPISPISPを支えるを支えるを支えるを支えるIPIPIPIP技術技術技術技術の全体像の全体像の全体像の全体像

Edge Coreアクセス装置アクセス装置アクセス装置アクセス装置

光ファイバ光ファイバ光ファイバ光ファイバ
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データ通信の施設数推移と支える技術データ通信の施設数推移と支える技術データ通信の施設数推移と支える技術データ通信の施設数推移と支える技術

1996199619961996 1997199719971997 1998199819981998 1999199919991999 2000200020002000 2001200120012001 2002200220022002 2003200320032003 2004200420042004 2005200520052005 2006200620062006

施設数推移
（回線）

法人向け法人向け法人向け法人向けOCN

FR

FR+IP-VPN

主要データ通信主要データ通信主要データ通信主要データ通信*

技
術
的
な
選
択
肢

ア
ク
セ
ス

中
継
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン

網内
ﾙｰﾀ

＊：FR+IP-VPN+e-VLAN+G-VPN

FR+IP-VPN＋＋＋＋e-VLAN

FR+IP-VPN＋＋＋＋e-VLAN+G-VPN

OCNｴｺﾉﾐｰｱｸｾｽ

電話網/ISDN網

専用線
フレッツフレッツフレッツフレッツISDN

ADSL

光（Ｂフレッツ）光（Ｂフレッツ）光（Ｂフレッツ）光（Ｂフレッツ）
STM(~6M)

ATM(~150M)

FR(128k/1.5M)

SDH/WDM SDH(2.4G)

Ether(1G/10G)

SDH(~600M)

ATM(~150M)

150M-INF 2.4G-INF

SDH(10G)

10G-INF

1G Ether1G Ether1G Ether1G Ether----INFINFINFINF 10G Ether10G Ether10G Ether10G Ether----INFINFINFINF

SDH(40G)

600M-INF

NTTコムの主要サービスコムの主要サービスコムの主要サービスコムの主要サービス
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3.アクセス系ネットワーク

Internet Week 2007
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アクセスアクセスアクセスアクセス系系系系の変遷の変遷の変遷の変遷

• マス向け

– 電話網によるモデム通信アクセス

– 専用線接続によるOCNエコノミー

– ADSLによるメタル高速通信アクセス

– 光による高速通信アクセス

• 法人向け
– DA64K/128K DA1.5M

– ATMメガリンク、MDN

– 広域イーサ

• DC向け

– LAN接続
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OCNOCNOCNOCN網網網網

OCNOCNOCNOCN
SLTSLTSLTSLT

DSU ルータ等ルータ等ルータ等ルータ等

ISDNISDNISDNISDN
交換機交換機交換機交換機DSU RASRASRASRAS

ISDNISDNISDNISDN
交換機交換機交換機交換機DSU 地域地域地域地域IPIPIPIP網網網網

DSLAMDSLAMDSLAMDSLAMADSL
ﾓﾃﾞﾑ

地域地域地域地域IPIPIPIP網網網網

BBBB----PONPONPONPONONU 地域地域地域地域IPIPIPIP網網網網

GEGEGEGE----PONPONPONPONONU 地域地域地域地域IPIPIPIP網網網網

集合型集合型集合型集合型
MCMCMCMC

MC L2SWL2SWL2SWL2SW

網終端
装置

L2SWL2SWL2SWL2SW

POI

POI

アクセスアクセスアクセスアクセス系システム系システム系システム系システムの変遷の変遷の変遷の変遷

メタルメタルメタルメタル

メタルメタルメタルメタル

メタルメタルメタルメタル

メタルメタルメタルメタル

光光光光

光光光光

光光光光

ルータ等ルータ等ルータ等ルータ等自前ネットワーク自前ネットワーク自前ネットワーク自前ネットワーク
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(NTT研究開発報告資料より抜粋）

光アクセス設備の概要光アクセス設備の概要光アクセス設備の概要光アクセス設備の概要



Copyright 2007- NTT Communications Corporation 18

4.中継系ネットワーク

Internet Week 2007
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ＩＰバックボーンの中継回線ＩＰバックボーンの中継回線ＩＰバックボーンの中継回線ＩＰバックボーンの中継回線

ＡＴＭ

ＳＴＭ

ﾙｰﾀ

東京 大阪

ﾙｰﾀ

ｻｰﾊﾞ

ルータﾙｰﾀ

ｻｰﾊﾞ

IP

STM

ATM

SDH

光波長多重/光ﾌｧｲﾊﾞ

IP

ATM

SDH

光波長多重/光ﾌｧｲﾊﾞ

IP

SDH

光波長多重/光ﾌｧｲﾊﾞ

Ｉｎｔｅｒｎｅｔ

ＡＴＭ

ＳＴＭ

Ether Ether

・・・・STM専用線専用線専用線専用線
・・・・ATM専用線専用線専用線専用線
・・・・GbE専用線専用線専用線専用線
・・・・広域イーサ広域イーサ広域イーサ広域イーサ
・・・・MPLSリング網リング網リング網リング網
・・・・SDH/SONET
・光・光・光・光波長多重波長多重波長多重波長多重

Ether
Ether
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盛岡

苫小牧
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唐ケ崎

大阪
立川

埼玉

奈良 三重

京都神戸

和歌山

鳥
取

80％

パス網

ファイバ、管路網
ビル

天神南 中国基町 榴ヶ岡
大手町

唐ケ崎熱田別
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大阪
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名古屋
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前橋長野

岐阜
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高松

新潟

長崎
大分

広
島

松山

淡路

富山

大手町

栃木

盛岡

苫小牧

千葉
唐ケ崎

大阪
立川

埼玉

奈良 三重

京都神戸

和歌山

鳥
取

80％

パス網

ファイバ、管路網
ビル

天神南 中国基町 榴ヶ岡
大手町

唐ケ崎熱田別

栄

淡路

大阪

旭川
札幌 北見

天神南
中国基町 榴ヶ岡

大手町

唐ケ崎
熱田別

淡路

大阪

横浜DC

川口DC

NTT東

NTTCom

横浜DC

川口DC

NTT東

NTTCom

DC

中継系ネットワークのレイヤ構成中継系ネットワークのレイヤ構成中継系ネットワークのレイヤ構成中継系ネットワークのレイヤ構成

・専用線・専用線・専用線・専用線(ギガウェイギガウェイギガウェイギガウェイ)

・・・・OCN
・・・・IP-VPN
・広域イーサ・広域イーサ・広域イーサ・広域イーサ(e-VLAN)
・・・・STM/ATM
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4-1.基盤網（ﾚｲﾔ1ﾈｯﾄﾜｰｸ）

Internet Week 2007
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伝送基盤網の伝送基盤網の伝送基盤網の伝送基盤網の基本ネットワーク構成基本ネットワーク構成基本ネットワーク構成基本ネットワーク構成

ﾀﾞｰｸ
ﾌｧｲﾊﾞ

ﾀﾞｰｸ
ﾌｧｲﾊﾞ

ﾀﾞｰｸﾌｧｲﾊﾞ

ﾀﾞｰｸﾌｧｲﾊﾞ

ﾒﾄﾛWDM ﾒﾄﾛWDM DWDM DWDM

GS-MUXGS-MUXGS-MUX
小型

GS-MUX

GCビル NTT-Comビル NTT-Comビル

・・・・10Gbps 8010Gbps 8010Gbps 8010Gbps 80波多重波多重波多重波多重→→→→40Gbps40Gbps40Gbps40Gbps
・分布型ﾗﾏﾝ増幅技術を利用した長ｽﾊﾟﾝ化・分布型ﾗﾏﾝ増幅技術を利用した長ｽﾊﾟﾝ化・分布型ﾗﾏﾝ増幅技術を利用した長ｽﾊﾟﾝ化・分布型ﾗﾏﾝ増幅技術を利用した長ｽﾊﾟﾝ化
（陸上ｼｽﾃﾑへの適用は世界初）（陸上ｼｽﾃﾑへの適用は世界初）（陸上ｼｽﾃﾑへの適用は世界初）（陸上ｼｽﾃﾑへの適用は世界初）
が可能な効率的なが可能な効率的なが可能な効率的なが可能な効率的なDWDMDWDMDWDMDWDMｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑ

・無瞬断切替機能・無瞬断切替機能・無瞬断切替機能・無瞬断切替機能
・・・・Virtual ConcatenationVirtual ConcatenationVirtual ConcatenationVirtual Concatenation（（（（VCVCVCVC）技術）技術）技術）技術
によるによるによるによるEtherEtherEtherEther中間帯域中間帯域中間帯域中間帯域
・・・・50M50M50M50M～～～～10G10G10G10Gまでの多様なｲﾝﾀﾌｪｰｽまでの多様なｲﾝﾀﾌｪｰｽまでの多様なｲﾝﾀﾌｪｰｽまでの多様なｲﾝﾀﾌｪｰｽ
を具備する高機能なを具備する高機能なを具備する高機能なを具備する高機能なGSGSGSGS----MUXMUXMUXMUXｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑ

双方向双方向双方向双方向1111心波長多重伝送が心波長多重伝送が心波長多重伝送が心波長多重伝送が
可能なﾒﾄﾛ可能なﾒﾄﾛ可能なﾒﾄﾛ可能なﾒﾄﾛWDMWDMWDMWDMｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑ

iDC

ｺﾛｹｺﾛｹｺﾛｹｺﾛｹ････ﾊｳｼﾞﾝｸﾞﾊｳｼﾞﾝｸﾞﾊｳｼﾞﾝｸﾞﾊｳｼﾞﾝｸﾞ

ユーザビルユーザビルユーザビルユーザビル
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旧ｼｽﾃﾑ（F600M等）
の縮退

低ｺｽﾄｼｽﾃﾑ（DWDM
（2.4G-DWDM）、
ATMMUX）の導入

さらなる低コストシステム（WDM-
8０（10G-DWDM）、GSMUX）
の導入

ココココココココ

スススススススス

トトトトトトトト

20062006200620062006200620062006 20072007200720072007200720072007

40Gｼｽﾃﾑの導入

20082008200820082008200820082008

旧ｼｽﾃﾑの縮退

経済化を目指した大容量化へのチャレンジ経済化を目指した大容量化へのチャレンジ経済化を目指した大容量化へのチャレンジ経済化を目指した大容量化へのチャレンジ
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OCNバックボーン容量バックボーン容量バックボーン容量バックボーン容量

伝送路コスト伝送路コスト伝送路コスト伝送路コスト
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通信に使われる光ファイバ通信に使われる光ファイバ通信に使われる光ファイバ通信に使われる光ファイバ
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0.1 1 10 100 1000 10000

伝送距離伝送距離伝送距離伝送距離(km)(km)(km)(km)

長距離・超長距離メトロ・アクセスリンクFTTHLAN・FTTB

GIファイバGIファイバ

ＳＭファイバＳＭファイバ

分散制御ファイバ

分散シフトF（ＤＳＦ）

ノンゼロ分散シフトF

（ＮＺＤＳＦ）

分散フラットF

（ＤＦＦ）

� ＬＡＮなど短距離・低速伝送では、接続が容易なＧＩＬＡＮなど短距離・低速伝送では、接続が容易なＧＩＬＡＮなど短距離・低速伝送では、接続が容易なＧＩＬＡＮなど短距離・低速伝送では、接続が容易なＧＩ(Graded Index)(Graded Index)(Graded Index)(Graded Index)ファイバを利用。ファイバを利用。ファイバを利用。ファイバを利用。

� メトロなどアクセス系の中速伝送では、安価なＳＭメトロなどアクセス系の中速伝送では、安価なＳＭメトロなどアクセス系の中速伝送では、安価なＳＭメトロなどアクセス系の中速伝送では、安価なＳＭ(Single Mode)(Single Mode)(Single Mode)(Single Mode)ファイバを利用。ファイバを利用。ファイバを利用。ファイバを利用。

� 長距離・高速伝送では、最低損失波長帯である長距離・高速伝送では、最低損失波長帯である長距離・高速伝送では、最低損失波長帯である長距離・高速伝送では、最低損失波長帯である1550155015501550nmnmnmnm帯で分散量を小さくした分散制御ファイバを使用。帯で分散量を小さくした分散制御ファイバを使用。帯で分散量を小さくした分散制御ファイバを使用。帯で分散量を小さくした分散制御ファイバを使用。

分散制御ファイバには、ゼロ分散波長・分散ｽﾛｰﾌﾟの種類によって、分散シフトファイバ分散制御ファイバには、ゼロ分散波長・分散ｽﾛｰﾌﾟの種類によって、分散シフトファイバ分散制御ファイバには、ゼロ分散波長・分散ｽﾛｰﾌﾟの種類によって、分散シフトファイバ分散制御ファイバには、ゼロ分散波長・分散ｽﾛｰﾌﾟの種類によって、分散シフトファイバ(DSF)(DSF)(DSF)(DSF)、ノンゼロ分散、ノンゼロ分散、ノンゼロ分散、ノンゼロ分散

シフトファイバシフトファイバシフトファイバシフトファイバ(NADSF)(NADSF)(NADSF)(NADSF)、分散フラットファイバ、分散フラットファイバ、分散フラットファイバ、分散フラットファイバ(DFF)(DFF)(DFF)(DFF)などがあり多重化、変調方式によって使分けられる。などがあり多重化、変調方式によって使分けられる。などがあり多重化、変調方式によって使分けられる。などがあり多重化、変調方式によって使分けられる。

� ＬＡＮなど短距離・低速伝送では、接続が容易なＧＩＬＡＮなど短距離・低速伝送では、接続が容易なＧＩＬＡＮなど短距離・低速伝送では、接続が容易なＧＩＬＡＮなど短距離・低速伝送では、接続が容易なＧＩ(Graded Index)(Graded Index)(Graded Index)(Graded Index)ファイバを利用。ファイバを利用。ファイバを利用。ファイバを利用。

� メトロなどアクセス系の中速伝送では、安価なＳＭメトロなどアクセス系の中速伝送では、安価なＳＭメトロなどアクセス系の中速伝送では、安価なＳＭメトロなどアクセス系の中速伝送では、安価なＳＭ(Single Mode)(Single Mode)(Single Mode)(Single Mode)ファイバを利用。ファイバを利用。ファイバを利用。ファイバを利用。

� 長距離・高速伝送では、最低損失波長帯である長距離・高速伝送では、最低損失波長帯である長距離・高速伝送では、最低損失波長帯である長距離・高速伝送では、最低損失波長帯である1550155015501550nmnmnmnm帯で分散量を小さくした分散制御ファイバを使用。帯で分散量を小さくした分散制御ファイバを使用。帯で分散量を小さくした分散制御ファイバを使用。帯で分散量を小さくした分散制御ファイバを使用。

分散制御ファイバには、ゼロ分散波長・分散ｽﾛｰﾌﾟの種類によって、分散シフトファイバ分散制御ファイバには、ゼロ分散波長・分散ｽﾛｰﾌﾟの種類によって、分散シフトファイバ分散制御ファイバには、ゼロ分散波長・分散ｽﾛｰﾌﾟの種類によって、分散シフトファイバ分散制御ファイバには、ゼロ分散波長・分散ｽﾛｰﾌﾟの種類によって、分散シフトファイバ(DSF)(DSF)(DSF)(DSF)、ノンゼロ分散、ノンゼロ分散、ノンゼロ分散、ノンゼロ分散

シフトファイバシフトファイバシフトファイバシフトファイバ(NADSF)(NADSF)(NADSF)(NADSF)、分散フラットファイバ、分散フラットファイバ、分散フラットファイバ、分散フラットファイバ(DFF)(DFF)(DFF)(DFF)などがあり多重化、変調方式によって使分けられる。などがあり多重化、変調方式によって使分けられる。などがあり多重化、変調方式によって使分けられる。などがあり多重化、変調方式によって使分けられる。
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シングルモードファイバ伝送損失特性シングルモードファイバ伝送損失特性シングルモードファイバ伝送損失特性シングルモードファイバ伝送損失特性

◆◆◆◆ シングルモード型シングルモード型シングルモード型シングルモード型(SM)
・・・・1310nm帯に零分散波長があるもの。日本国内で帯に零分散波長があるもの。日本国内で帯に零分散波長があるもの。日本国内で帯に零分散波長があるもの。日本国内ではははは幹線に使用幹線に使用幹線に使用幹線に使用おり、おり、おり、おり、FTTHのののの各家庭各家庭各家庭各家庭引き込みケーブルにも利用引き込みケーブルにも利用引き込みケーブルにも利用引き込みケーブルにも利用

◆◆◆◆ 分散シフトシングルモード型分散シフトシングルモード型分散シフトシングルモード型分散シフトシングルモード型(DSF)
・・・・1310nm帯よりも伝送損失が低い帯よりも伝送損失が低い帯よりも伝送損失が低い帯よりも伝送損失が低い1550nm帯を零分散波長とし、より長距離伝送を可能にしたもの。帯を零分散波長とし、より長距離伝送を可能にしたもの。帯を零分散波長とし、より長距離伝送を可能にしたもの。帯を零分散波長とし、より長距離伝送を可能にしたもの。

◆◆◆◆ 非零分散シフトシングルモード型非零分散シフトシングルモード型非零分散シフトシングルモード型非零分散シフトシングルモード型(NZ-DSF)
・・・・零分散波長を零分散波長を零分散波長を零分散波長を1550nm帯から少しずらすことにより、非線形現象を抑制し帯から少しずらすことにより、非線形現象を抑制し帯から少しずらすことにより、非線形現象を抑制し帯から少しずらすことにより、非線形現象を抑制してててて伝送特性伝送特性伝送特性伝送特性を向上を向上を向上を向上
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2000200020002000 2002200220022002 20032003200320031999199919991999 2001200120012001

ＷＤＭ（ＷＤＭ（ＷＤＭ（ＷＤＭ（ⅠⅠⅠⅠ））））

・C-band
・2.4G×32波

1000100010001000

500500500500 ＷＤＭ（ＷＤＭ（ＷＤＭ（ＷＤＭ（ⅡⅡⅡⅡ））））

・C+L-band
・390Gbit/s
（2.4G×12波+

2.4Ｇ/10G×36波）

ＷＤＭ（ＷＤＭ（ＷＤＭ（ＷＤＭ（ⅢⅢⅢⅢ））））

・L-band
・800Gbit/s
(10G×80波)

（年度）（年度）（年度）（年度）

世界初の世界初の世界初の世界初のLLLL----bandbandbandbandの実用化の実用化の実用化の実用化

伝送容量伝送容量伝送容量伝送容量 （（（（Gbit/sGbit/sGbit/sGbit/s））））

1500150015001500

2004200420042004 2005200520052005 2006200620062006

世界初の陸上商用世界初の陸上商用世界初の陸上商用世界初の陸上商用WDMWDMWDMWDMｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑ
へのﾗﾏﾝ増幅技術の採用へのﾗﾏﾝ増幅技術の採用へのﾗﾏﾝ増幅技術の採用へのﾗﾏﾝ増幅技術の採用

40G DWDM40G DWDM40G DWDM40G DWDM

・L-band
・1600Gbit/s
(40G×40波)

～～ ～

ＷＤＭシステムの変遷ＷＤＭシステムの変遷ＷＤＭシステムの変遷ＷＤＭシステムの変遷
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10M10M10M10M

100M100M100M100M

1G1G1G1G

10G10G10G10G

FFFF----100M100M100M100M

1980198019801980 1990199019901990 2000200020002000 Year

FFFF----32M32M32M32M

FFFF----400M400M400M400M

FFFF----1.6G1.6G1.6G1.6G

FFFF----2.4G2.4G2.4G2.4G

FFFF----600M600M600M600M

FFFF----150M150M150M150M

FFFF----600M(160km)600M(160km)600M(160km)600M(160km)

FAFAFAFA----10G10G10G10G

FSAFSAFSAFSA----2.4G2.4G2.4G2.4G

B
it
 R
a
te
（
b
it
/
s
)

ADM10GADM10GADM10GADM10G

100G100G100G100G

40G40G40G40G----DWDMDWDMDWDMDWDM

DWDMDWDMDWDMDWDM
（（（（2.4G2.4G2.4G2.4G----WDMWDMWDMWDM））））

1T1T1T1T

2005200520052005

WDMWDMWDMWDM----80808080
（（（（10G10G10G10G----DWDMDWDMDWDMDWDM））））

1985198519851985 1995199519951995

リンク系システム容量の拡大リンク系システム容量の拡大リンク系システム容量の拡大リンク系システム容量の拡大

SDHシステム

GSGSGSGS----MUXMUXMUXMUX（（（（10G10G10G10G））））

40G40G40G40G----MUXMUXMUXMUX

光増幅器の導入

DWDMシステム
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・
・

【凡例】
：DWDM-LT ：DWDM-REP ：分布ﾗﾏﾝ増幅 ：

ADD/DROP

機能部

・
・

主な機能の特徴主な機能の特徴主な機能の特徴主な機能の特徴
①40Gbit/s40Gbit/s40Gbit/s40Gbit/s高速ＩＦのサポート高速ＩＦのサポート高速ＩＦのサポート高速ＩＦのサポート

②新たな分布ﾗﾏﾝ増幅技術等新たな分布ﾗﾏﾝ増幅技術等新たな分布ﾗﾏﾝ増幅技術等新たな分布ﾗﾏﾝ増幅技術等の適用によるｽﾊﾟﾝ数／距離の拡大ｽﾊﾟﾝ数／距離の拡大ｽﾊﾟﾝ数／距離の拡大ｽﾊﾟﾝ数／距離の拡大

③FECFECFECFEC（ｴﾗｰ訂正機能：（ｴﾗｰ訂正機能：（ｴﾗｰ訂正機能：（ｴﾗｰ訂正機能：forward error forward error forward error forward error correctiocorrectiocorrectiocorrectioｎ）の高性能化ｎ）の高性能化ｎ）の高性能化ｎ）の高性能化によるｽﾊﾟﾝ数／距離の拡大ｽﾊﾟﾝ数／距離の拡大ｽﾊﾟﾝ数／距離の拡大ｽﾊﾟﾝ数／距離の拡大

無中継 ⇒ ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄBBBB ②③ｽﾊﾟﾝ数の拡大 or 40G化

6666ｽﾊﾟﾝｽﾊﾟﾝｽﾊﾟﾝｽﾊﾟﾝ（（（（480Km480Km480Km480Km以下区間）：以下区間）：以下区間）：以下区間）： 10G/40G10G/40G10G/40G10G/40G----IFIFIFIF
9999スパン（スパン（スパン（スパン（700km700km700km700km以下区間）：以下区間）：以下区間）：以下区間）： 10G10G10G10G----IFIFIFIF

④中間ﾋﾞﾙでのADD/DROPADD/DROPADD/DROPADD/DROP機能機能機能機能（リニアOADM）

：
TXP/RXP

④中間ﾋﾞﾙでのADD/DROP機能

ADD/DROPしない波長は
ﾄﾗﾎﾟﾝﾚｽ接続

⑤自動分散補償技術自動分散補償技術自動分散補償技術自動分散補償技術の適用による事前分散測定の不要化事前分散測定の不要化事前分散測定の不要化事前分散測定の不要化ならびに分散補償用品数削減分散補償用品数削減分散補償用品数削減分散補償用品数削減

⑥広帯域波長可変光源広帯域波長可変光源広帯域波長可変光源広帯域波長可変光源の採用（チューナブルトランスポンダ）による用品数の削減、用品数の削減、用品数の削減、用品数の削減、波長用品の短納期化短納期化短納期化短納期化、
在庫在庫在庫在庫////デリバリデリバリデリバリデリバリ////予備機器の効率化予備機器の効率化予備機器の効率化予備機器の効率化、品目整理等による価格低減品目整理等による価格低減品目整理等による価格低減品目整理等による価格低減

⑥用品数の削減

②③ｽﾊﾟﾝ距離の拡大

20種類 ⇒ 1111種類種類種類種類

⑤自動分散補償

運用稼動費削減に寄与
①40G-IFの適用

STM-64 x 4／STM-256
40GbE等の新I.F提供

パスコスト削減に寄与
運用稼動費削減に寄与

パスコスト削減に寄与

⑦最新の高密度部品利用高密度部品利用高密度部品利用高密度部品利用による小型経済化（小型経済化（小型経済化（小型経済化（1/31/31/31/3））））

＊ ＊目標仕様

新新新新40G40G40G40G----DWDMDWDMDWDMDWDMシステムの概要システムの概要システムの概要システムの概要
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40G40G40G40G対応の伝送装置の概要対応の伝送装置の概要対応の伝送装置の概要対応の伝送装置の概要

さらなる経済化・効率化のために、さらなる経済化・効率化のために、さらなる経済化・効率化のために、さらなる経済化・効率化のために、GSMUXGSMUXGSMUXGSMUXとととと
同等の機能（無瞬断切替、ｸﾛｯｸ伝送機能等）を同等の機能（無瞬断切替、ｸﾛｯｸ伝送機能等）を同等の機能（無瞬断切替、ｸﾛｯｸ伝送機能等）を同等の機能（無瞬断切替、ｸﾛｯｸ伝送機能等）を
具備し、かつ具備し、かつ具備し、かつ具備し、かつ10G10G10G10Gﾊﾟｽも効率的にﾊﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞできﾊﾟｽも効率的にﾊﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞできﾊﾟｽも効率的にﾊﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞできﾊﾟｽも効率的にﾊﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞでき
るるるる40G40G40G40Gへの多重化装置が必要への多重化装置が必要への多重化装置が必要への多重化装置が必要

●●●●40G40G40G40G----MUXMUXMUXMUXの導入開始の導入開始の導入開始の導入開始

40G
MUX

40G
MUX

40G－DWDM

40G－DWDM

無瞬断切替

GbE

10GbE

2.4G

10G

40G

●●●●GSMUXGSMUXGSMUXGSMUX（現行（現行（現行（現行10G10G10G10Gシステム）システム）システム）システム）

GS-
MUX

GS-
MUX

10G－DWDM

10G－DWDM

GbE

10GbE

2.4G

10G

STM
0/1/4

FE

NE-OpS

GS-
MUX

GS-
MUX

10G－DWDM

10G－DWDM

GbE

10GbE

2.4G

10G

STM
0/1/4

FE

GS-
MUX

GS-
MUX

10G－DWDM

10G－DWDM

GbE

10GbE

2.4G

10G

STM
0/1/4

FE

GS-
MUX

GS-
MUX

10G－DWDM

10G－DWDM

GbE

10GbE

2.4G

10G

STM
0/1/4

FE

NE-OpS
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専用線(ｷﾞｶﾞｳｪｲ）の高信頼化

・99.999％のネットワーク稼動率、完全帯域保証

・異経路、無瞬断切替

ネットワーク分散
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1111

1980 1985 1990 1995 2000 2005

（年）（年）（年）（年）

帯域（帯域（帯域（帯域（GB/sGB/sGB/sGB/s））））
××××中継距離（中継距離（中継距離（中継距離（kmkmkmkm））））

基盤網の伝送速度の推移基盤網の伝送速度の推移基盤網の伝送速度の推移基盤網の伝送速度の推移

10101010

10101010

10101010

10101010

10101010

10101010

----1111

2222

3333

4444

5555

6666

10101010

32M32M32M32M32M32M32M32M

100M100M100M100M100M100M100M100M
400M400M400M400M400M400M400M400M 400M400M400M400M400M400M400M400M

（海底）（海底）（海底）（海底）（海底）（海底）（海底）（海底）

1.6G1.6G1.6G1.6G1.6G1.6G1.6G1.6G
600M600M600M600M600M600M600M600M

2.4G2.4G2.4G2.4G2.4G2.4G2.4G2.4G
1.8G1.8G1.8G1.8G1.8G1.8G1.8G1.8G
（海底）（海底）（海底）（海底）（海底）（海底）（海底）（海底）

10G10G10G10G10G10G10G10G

10G10G10G10G10G10G10G10G（海底）（海底）（海底）（海底）（海底）（海底）（海底）（海底）

10G10G10G10G10G10G10G10G××××××××8080808080808080

6M6M6M6M6M6M6M6M

10G10G10G10G10G10G10G10G××××××××44444444（海底）（海底）（海底）（海底）（海底）（海底）（海底）（海底）

2.4G/10G2.4G/10G2.4G/10G2.4G/10G2.4G/10G2.4G/10G2.4G/10G2.4G/10G××××××××4848484848484848

再生中継方式（再生中継方式（再生中継方式（再生中継方式（PDH））））再生中継方式（再生中継方式（再生中継方式（再生中継方式（PDH））））

再生中継方式（再生中継方式（再生中継方式（再生中継方式（SDH））））再生中継方式（再生中継方式（再生中継方式（再生中継方式（SDH））））

再生中継方式再生中継方式再生中継方式再生中継方式+光増幅中継方式光増幅中継方式光増幅中継方式光増幅中継方式再生中継方式再生中継方式再生中継方式再生中継方式+光増幅中継方式光増幅中継方式光増幅中継方式光増幅中継方式

波長多重方式（波長多重方式（波長多重方式（波長多重方式（DWDM））））波長多重方式（波長多重方式（波長多重方式（波長多重方式（DWDM））））

SDH：Synchronous Digital Hierarchy
PDH：Plesiochronous Digital Hierarchy
DWDM：Dense Wavelength Division Multiplexing

長距
離化
、大
容量
化が
進む



Copyright 2007- NTT Communications Corporation 32

利用利用利用利用事例事例事例事例（（（（ISPISPISPISP事業者）事業者）事業者）事業者）

NSPIXP2NSPIXP2NSPIXP2NSPIXP2NSPIXP2NSPIXP2NSPIXP2NSPIXP2

インターネットインターネットインターネットインターネットインターネットインターネットインターネットインターネット

JPNAPJPNAPJPNAPJPNAPJPNAPJPNAPJPNAPJPNAP

NTTComNTTComNTTComNTTCom大手町ビル大手町ビル大手町ビル大手町ビル

コロケーションコロケーションコロケーションコロケーション
サービスサービスサービスサービス

お客様設お客様設お客様設お客様設
備備備備

お客様設お客様設お客様設お客様設
備備備備

＜お客様ご要望＞

●東京/大阪にある主要ＩＸへの接続、ＩＰトランジットの購入によりコスト削減をしたい

●地域情報ハイウェイ等を活用して地域IXを設立し、地域内トラフィックを交換したい（地域IX）

NTTComNTTComNTTComNTTCom拠点拠点拠点拠点ビルビルビルビル

CATVCATVCATVCATVCATVCATVCATVCATV事業者網事業者網事業者網事業者網事業者網事業者網事業者網事業者網

地域ＩＳＰ事業者網地域ＩＳＰ事業者網地域ＩＳＰ事業者網地域ＩＳＰ事業者網地域ＩＳＰ事業者網地域ＩＳＰ事業者網地域ＩＳＰ事業者網地域ＩＳＰ事業者網

コロケーションサービスコロケーションサービスコロケーションサービスコロケーションサービス

ギガストリームType G（ギガウェ

イ）

（地域（地域（地域（地域IXIXIXIX相互間）相互間）相互間）相互間）

Ａ県

Ｂ県

CATVCATVCATVCATVCATVCATVCATVCATV事業者網事業者網事業者網事業者網事業者網事業者網事業者網事業者網

地域ＩＳＰ事業者網地域ＩＳＰ事業者網地域ＩＳＰ事業者網地域ＩＳＰ事業者網地域ＩＳＰ事業者網地域ＩＳＰ事業者網地域ＩＳＰ事業者網地域ＩＳＰ事業者網

地域地域地域地域地域地域地域地域IXIXIXIXIXIXIXIX

地域地域地域地域地域地域地域地域IXIXIXIXIXIXIXIX

（地域～東京（地域～東京（地域～東京（地域～東京////大阪大阪大阪大阪
））））

NTTComNTTComNTTComNTTCom拠点拠点拠点拠点ビルビルビルビル

NTT/VERIONTT/VERIONTT/VERIONTT/VERIONTT/VERIONTT/VERIONTT/VERIONTT/VERIO
OCNOCNOCNOCNOCNOCNOCNOCN

お客様ビルお客様ビルお客様ビルお客様ビル

お客様ビルお客様ビルお客様ビルお客様ビル

お客様ビルお客様ビルお客様ビルお客様ビル

お客様ビルお客様ビルお客様ビルお客様ビル

・・・・JPNAPJPNAPJPNAPJPNAP等の主要等の主要等の主要等の主要IXIXIXIXへ接続可能へ接続可能へ接続可能へ接続可能
・・・・OCN/VERIOOCN/VERIOOCN/VERIOOCN/VERIO※へ接続可能へ接続可能へ接続可能へ接続可能

※Tier 1 プロバイダ

コロケーションコロケーションコロケーションコロケーション
サービスサービスサービスサービス

ギガストリームType G

（ギガウェイ）
ギガストリームType G

（ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞｱｸｾｽ）
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＜お客様ご要望＞
●アクセス回線のブロードバンド化に伴い、大容量の映像やコンテンツ配信用の高品質な
バックボーンが欲しい。

お客様ＤＣお客様ＤＣお客様ＤＣお客様ＤＣ

コンテンツ
サーバ

NTTComNTTComNTTComNTTCom拠点拠点拠点拠点ビビビビ
ルルルル

コロケーションコロケーションコロケーションコロケーション
サービスサービスサービスサービス

NTTComNTTComNTTComNTTCom大手町ビル大手町ビル大手町ビル大手町ビル

サービス接続
JPNAPJPNAPJPNAPJPNAPJPNAPJPNAPJPNAPJPNAP

NSPIXP2NSPIXP2NSPIXP2NSPIXP2NSPIXP2NSPIXP2NSPIXP2NSPIXP2

NTT/VERIONTT/VERIONTT/VERIONTT/VERIONTT/VERIONTT/VERIONTT/VERIONTT/VERIO
OCNOCNOCNOCNOCNOCNOCNOCN

インターネットインターネットインターネットインターネットインターネットインターネットインターネットインターネット

アクセス

コンテンツ配信

※Tier 1 プロバイダ

・・・・JPNAPJPNAPJPNAPJPNAP等の主要等の主要等の主要等の主要IXIXIXIXへ接続可能へ接続可能へ接続可能へ接続可能
・・・・OCN/VERIOOCN/VERIOOCN/VERIOOCN/VERIO※へ接続可能へ接続可能へ接続可能へ接続可能

ギガストリームType G

（ギガウェイ）

ギガストリームType G

（BBA）

利用利用利用利用事例事例事例事例（（（（CDNCDNCDNCDN事業者）事業者）事業者）事業者）
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＜お客様ご要望＞
●遠隔医療や研究等で、高精細（ＨＤ-DV等）な映像のやりとりをリアルタイムで行うため、広帯
域なバックボーンが欲しい

総合病院総合病院総合病院総合病院
NTTComNTTComNTTComNTTCom拠点拠点拠点拠点ビビビビ
ルルルル

NTTComNTTComNTTComNTTCom拠点拠点拠点拠点ビビビビ
ルルルル

研究機関研究機関研究機関研究機関

映像伝送

映像伝送

サービス接続サービス接続

ギガストリームType G

（ギガウェイ）

ギガストリームType G

（BBA）

ギガストリームType G

（BBA）

利用利用利用利用事例事例事例事例（（（（メディア配信業メディア配信業メディア配信業メディア配信業））））
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Interop2006

40G回線「回線「回線「回線「Best of ShowNet プロダクト部門」プロダクト部門」プロダクト部門」プロダクト部門」グランプリを獲得

RRRR
（（（（CiscoCiscoCiscoCisco））））

40G
(OC-768)

PXCPXCPXCPXC
（（（（GG)GG)GG)GG)

DWDM

DWDM

40G40G40G40G----TransportTransportTransportTransport

40G40G40G40G----TransportTransportTransportTransport

40G(OC-768)

40
G

(O
C-7

68
)

PXCPXCPXCPXC
（（（（GG)GG)GG)GG)

40
G

(O
C-7

68
)

40G(OC-768)

40G40G40G40G----TransportTransportTransportTransport

40G40G40G40G----TransportTransportTransportTransport

ATATATAT----EngineEngineEngineEngine

40G
(OC-768)

RRRR
（（（（Juniper)Juniper)Juniper)Juniper)

ATATATAT----EngineEngineEngineEngine

Control Plane

幕張メッセNTT大手町ビル

GMPLS Signalingによるパス設定

• 40Gbps(OC-768) Interface 相互接続
– マルチベンダー ルータ：Cisco、Juniper、40G伝送装置

• GMPLS Signaling によるパス設定
– マルチベンダー Cisco、Juniper、AT-Engine(Glimmerglassをコント

ロール）

40Gbps（OC-768）Exteｒnal、GMPLS Signalingによるパス設定
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4-2.レイヤ２ネットワーク
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専用線 フレームリレー ATM(セルリレー) 広域イーサ

各種通信方式の比較各種通信方式の比較各種通信方式の比較各種通信方式の比較

同期方式 伝送フレーム同期 フラグ同期 セル同期 ov SDH 非同期

通信方式通信方式通信方式通信方式 双方向 双方向/片方向 双方向/片方向 片方向

ルーチングルーチングルーチングルーチング

接続方式接続方式接続方式接続方式 コネクション型 コネクション型 コネクション型 ｺﾈｸｼｮﾝﾚｽ型

スタティック スタティック スタティック ダイナミック

最大転送速度 40G 45M 600M(2.4G) 150M⇒10G

OAM 強 強 強 弱

接続管理

信頼性

容易 容易 容易 困難

高 中 中～高 中

転送処理 HWベース 複雑(SW/HW) HWベース 複雑(SWベース)

HW化
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eeee----VLANVLANVLANVLAN網網網網

イーサネット技術を用いた、低コスト・セキュアな広域LAN間接続サービス。
・1Gbpsまでの超大容量通信が可能。
・イーサネットベースの網である為、上位プロトコルに依存しないフルメッシュ構築が可能
・VLAN技術による高セキュアなネットワーク

フルメッシュVPN

L2SWL2SWL2SWL2SWによるによるによるによる広域広域広域広域イーサイーサイーサイーサ（（（（eeee----VLAN)VLAN)VLAN)VLAN)中継回線中継回線中継回線中継回線

フレッツ網 フレッツ網 フレッツ網 フレッツ網 フレッツ網 フレッツ網フレッツ網 フレッツ網

ISP

センタ
ISP

センタ
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MPLSMPLSMPLSMPLSの標準化動向の標準化動向の標準化動向の標準化動向
• フォーマットは基本的に同じ

– 用語が若干違う程度
（e.g.,  Pseudo Wire Label vs Interworking Label ,   Control Word vs Common interworking indicators）

TDM over MPLS

-RFC4842SONET/SDH *2

“X” over MPLS

Y.1413draft-ietf-pwe3-tdmoip TDM over AAL1 

over MPLS

TDM over MPLS Y.1413draft-ietf-pwe3-cesopsnStructure-

aware

X.84RFC4618, 4619FR

Y.1412RFC4717AAL5

Structure-

Agnostic

Cell

Y.1413RFC4553TDM
*1

Y.1411RFC4717, 4816ATM

Y.1415RFC4448Ethernet

ITU-TIETF

*1 低速系（T1, E1, T3, E3, DS0xN など）

*2 STS- 1/VC-3, STS-3c/VC-4, VT1.5/VC-11, VT2/VC-12, などから

注） Structure-aware TDMの２方式ははどちらも Informational RFCとする予定。それ以外はProposed Standard



Copyright 2007- NTT Communications Corporation 40

5.OCNのネットワーク
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OCNOCNOCNOCNでのバックボーンの高信頼化（冗長構成）でのバックボーンの高信頼化（冗長構成）でのバックボーンの高信頼化（冗長構成）でのバックボーンの高信頼化（冗長構成）

…………
他ＮＯＣ他ＮＯＣ他ＮＯＣ他ＮＯＣ他ＮＯＣ他ＮＯＣ他ＮＯＣ他ＮＯＣ他ＮＯＣ他ＮＯＣ他ＮＯＣ他ＮＯＣ 他ＮＯＣ他ＮＯＣ他ＮＯＣ他ＮＯＣ他ＮＯＣ他ＮＯＣ他ＮＯＣ他ＮＯＣ他ＮＯＣ他ＮＯＣ他ＮＯＣ他ＮＯＣ

１極集中の回避、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続拠点分散を図る事で高信頼１極集中の回避、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続拠点分散を図る事で高信頼１極集中の回避、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続拠点分散を図る事で高信頼１極集中の回避、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続拠点分散を図る事で高信頼/高品質高品質高品質高品質/高安定性を実現高安定性を実現高安定性を実現高安定性を実現

東日本西日本

OSPF/BGP等を組み合わせて冗長化・負荷分散を実施

The

Internet

The

Internet

迂回

迂回

迂回

回線断
ノード故障時も
迂回可能

回線断orノード故障発生
=>RouringProtocolにて

各ルータに情報通知
=>迂回経路選択

激甚災害を考慮して
コアノードを配置

コアコアコアコアコアコアコアコアコアコアコアコア

コアコアコアコアコアコアコアコアコアコアコアコア

コアコアコアコアコアコアコアコアコアコアコアコア

コアコアコアコアコアコアコアコアコアコアコアコア
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OCNOCNOCNOCNバックボーンの特徴バックボーンの特徴バックボーンの特徴バックボーンの特徴

◆◆◆◆トラフィックの変動を把握し適確なトラフィック設計とトラフィックの変動を把握し適確なトラフィック設計とトラフィックの変動を把握し適確なトラフィック設計とトラフィックの変動を把握し適確なトラフィック設計とIPルーティング技術ルーティング技術ルーティング技術ルーティング技術を適用を適用を適用を適用

1. つねにゆとりある帯域を確保つねにゆとりある帯域を確保つねにゆとりある帯域を確保つねにゆとりある帯域を確保
・現状のトラフィックから半年後の需要を予測して充分な設備の拡充
・高品質なネットワークを安心してお使いいただけるよう、24時間体制でネットワークを常時監視
・万一の故障や障害の際には迅速に復旧できる体制

2. 全経路を完全に二重化全経路を完全に二重化全経路を完全に二重化全経路を完全に二重化
・バックボーン内の全伝送路・設備の二重化を、高度なビル分散、ルート分散などを駆使して徹底。
・万一の故障時にも迅速に正常な別経路に切り替わる設計のため、つねに安定したスループットの
アクセス環境を提供。

3. 国内外の豊富な外部接続国内外の豊富な外部接続国内外の豊富な外部接続国内外の豊富な外部接続
・JPNAPなど国内大手のIXバックボーンとの接続に加え、主要ISPとはプライベートピアで接続。
・海外接続についても、NTTコミュニケーションズグループが一括して運用するグローバルTier1で
あるIPバックボーンと高度に連携しており、海外接続でも高品質なインターネットアクセスを提供。

4. つねに最先端のバックボーンつねに最先端のバックボーンつねに最先端のバックボーンつねに最先端のバックボーン
・OCNは新しい技術をタイムリーに取り入れ、法人のお客さまにも数多くご活用。
・たとえば現在のOCNバックボーンはIPv4とIPv6の両方に対応できるデュアルネットワーク構成。
・ご要望にお応えする多くの技術を蓄積しており、それをオペレーション、設計などで有効活用。
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（※１）ICP：インターネットにコンテンツを配信する事業者

（※２）PrivatePeering：インターネット相互接続点（IX）を経由せずに、ISP同士が直接、専用線やLANなどで相互接続（Peering）すること

NTTNTTNTTNTTNTTNTTNTTNTTコムのコムのコムのコムのコムのコムのコムのコムのIPIPIPIPIPIPIPIPバックボーンバックボーンバックボーンバックボーンバックボーンバックボーンバックボーンバックボーン (2007(2007(2007(2007(2007(2007(2007(2007年年年年年年年年88888888月更改月更改月更改月更改月更改月更改月更改月更改))))))))

シカゴ
Chicago

シカゴ
Chicago

ワシントン D.C.

Washington D.C.

ワシントン D.C.

Washington D.C.
マイアミ
Miami

マイアミ
Miami

ニューヨーク
New York

ニューヨーク
New York

アトランタ
Atlanta

アトランタ
Atlanta

ダラス
Dallas

ダラス
Dallas

シアトル
Seattle

シアトル
Seattle ヒューストン

Houston

ヒューストン
Houston

サンノゼ
San Jose

サンノゼ
San Jose

オーストラリア
Australia

オーストラリア
Australia 大阪

Osaka

大阪
Osaka

香港
Hong Kong

香港
Hong Kong

中国
China

中国
China

台湾
Taiwan

台湾
Taiwan

韓国
Korea

韓国
Korea

タイ
Thailand

タイ
Thailand

インドネシア
Indonesia

インドネシア
Indonesia

フィリピン
Philippines

フィリピン
Philippines

マレーシア
Malaysia

マレーシア
Malaysia

シンガポール
Singapore

シンガポール
Singapore

アムステルダム
Amsterdam

アムステルダム
Amsterdam

ロンドン
London

ロンドン
London

フランクフルト
Frankfurt

フランクフルト
Frankfurt

デュッセルドルフ
Dusseldorf

デュッセルドルフ
Dusseldorf

パリ
Paris

パリ
Paris

マドリッド
Madrid

マドリッド
Madrid

OCN愛知
OCN Aichi

OCN愛知
OCN Aichi

OCN京都
OCN Kyoto

OCN京都
OCN Kyoto

OCN大阪
OCN Osaka

OCN大阪
OCN Osaka

OCN兵庫
OCN Hyogo

OCN兵庫
OCN Hyogo

OCN広島
OCN Hiroshima

OCN広島
OCN Hiroshima

OCN福岡
OCN Fukuoka

OCN福岡
OCN Fukuoka

OCN北海道
OCN Hokkaido

OCN北海道
OCN Hokkaido

OCN神奈川
OCN Kanagawa

OCN神奈川
OCN Kanagawa

OCN宮城
OCN Miyagi

OCN宮城
OCN Miyagi

OCN千葉
OCN Chiba

OCN千葉
OCN Chiba

OCN東京
OCN Tokyo

OCN東京
OCN Tokyo

OCN東京西
OCN Tokyo west

OCN東京西
OCN Tokyo west

60
Gbps

60
Gbps

4.8
Gbps

4.8
Gbps

4.8
Gbps

4.8
Gbps

160
Gbps

160
Gbps

4.8
Gbps

4.8
Gbps

40
Gbps

40
Gbps

40
Gbps

40
Gbps

40
Gbps

40
Gbps

43.7
Gbps

US Back bornUS Back born

EUROPE BackbornEUROPE Backborn

3Gbps

NSPIXP-3

40Gbps

JPNAP Osaka

80Gbps

JPNAP

10Gbps

dix-ie

国内接続国内接続国内接続国内接続

大阪GW

Osaka GW

大阪GW

Osaka GW

1Gbps

インターネットマルチフィードインターネットマルチフィードインターネットマルチフィードインターネットマルチフィード

ICP

EquinixEquinixEquinixEquinix San JoseSan JoseSan JoseSan Jose

NASANASANASANASA

PAIXPAIXPAIXPAIX

EquinixEquinixEquinixEquinix ChicagoChicagoChicagoChicago EquinixEquinixEquinixEquinix AshburnAshburnAshburnAshburn

EquinixEquinixEquinixEquinix DallasDallasDallasDallas

DEDEDEDE----CIXCIXCIXCIX

AMSIXAMSIXAMSIXAMSIX
PARIXPARIXPARIXPARIX

ESPANIXESPANIXESPANIXESPANIX

LINXLINXLINXLINX

XchangePointXchangePointXchangePointXchangePoint

120
Gbps

120
Gbps

東京
Tokyo

東京
Tokyo

68
Gbps

主な海外接続主な海外接続主な海外接続主な海外接続

OCNバックボーンバックボーンバックボーンバックボーン

4.8
Gbps

4.8
Gbps

40
Gbps

40
Gbps

200
Gbps

200
Gbps

4.8
Gbps

4.8
Gbps

ロサンゼルス
Los Angeles

ロサンゼルス
Los Angeles

群馬コア拠点
Gunma Core

群馬コア拠点
Gunma Core

東京コア拠点
Tokyo Core

東京コア拠点
Tokyo Core

80
Gbps

80
Gbps

東京GW

Tokyo GW

東京GW

Tokyo GW

120
Gbps

120
Gbps

大阪コア拠点
Osaka Core

大阪コア拠点
Osaka Core

愛知コア拠点
Aichi Core

愛知コア拠点
Aichi Core

80
Gbps

80
Gbps

80
Gbps

80
Gbps

80
Gbps

80
Gbps
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年
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年
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年
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年

20
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年

20
03

年

20
04

年

20
05

年

20
06

年

0

500

1000

1500

2000

2500

3000
万万万万
人人人人

ブロードバンド加入者数

１日のピークトラヒックの月平均

375M 500M 1.2G 1.8G 4.8G 9.6G 20G 30G 80G

国内主要国内主要国内主要国内主要IXIXIXIX※※※※におけるトラヒックのにおけるトラヒックのにおけるトラヒックのにおけるトラヒックの推移とブロードバンド加入者数推移推移とブロードバンド加入者数推移推移とブロードバンド加入者数推移推移とブロードバンド加入者数推移

2002年年年年6月末月末月末月末
トラヒックトラヒックトラヒックトラヒック20G

加入者数加入者数加入者数加入者数500万万万万

2002年年年年6月末月末月末月末
トラヒックトラヒックトラヒックトラヒック20G

加入者数加入者数加入者数加入者数500万万万万

2006年年年年12月末月末月末月末
トラヒックトラヒックトラヒックトラヒック250G

加入者数加入者数加入者数加入者数2500万万万万

2006年年年年12月末月末月末月末
トラヒックトラヒックトラヒックトラヒック250G

加入者数加入者数加入者数加入者数2500万万万万

（※）JPNAP、NSPIXP及びJPIXの集計、ブロードバンド加入者数は総務省調査資料より

(Gbps)

OCNOCNOCNOCNババババックボーンックボーンックボーンックボーン帯域の変遷帯域の変遷帯域の変遷帯域の変遷（東京～大阪（東京～大阪（東京～大阪（東京～大阪間間間間））））

▼▼▼▼1996年年年年12月月月月
OCNエコノミー開始エコノミー開始エコノミー開始エコノミー開始

▼▼▼▼2000年年年年12月月月月
ADSLｱｸｾｽ開始ｱｸｾｽ開始ｱｸｾｽ開始ｱｸｾｽ開始

▼▼▼▼2001年年年年9月月月月
光ｱｸｾｽ開始光ｱｸｾｽ開始光ｱｸｾｽ開始光ｱｸｾｽ開始

120G
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総帯域総帯域総帯域総帯域テラビット超テラビット超テラビット超テラビット超
1111インタフェース当りインタフェース当りインタフェース当りインタフェース当り
最大最大最大最大４４４４0Gbps0Gbps0Gbps0Gbps

総帯域総帯域総帯域総帯域テラビット超テラビット超テラビット超テラビット超
1111インタフェース当りインタフェース当りインタフェース当りインタフェース当り
最大最大最大最大４４４４0Gbps0Gbps0Gbps0Gbps

総帯域総帯域総帯域総帯域500Mbps500Mbps500Mbps500Mbps
1111インタフェース当りインタフェース当りインタフェース当りインタフェース当り
最大最大最大最大100Mbps100Mbps100Mbps100Mbps

総帯域総帯域総帯域総帯域500Mbps500Mbps500Mbps500Mbps
1111インタフェース当りインタフェース当りインタフェース当りインタフェース当り
最大最大最大最大100Mbps100Mbps100Mbps100Mbps

平成９年度当時平成９年度当時平成９年度当時平成９年度当時
（１９９７年）（１９９７年）（１９９７年）（１９９７年）

平成１平成１平成１平成１９９９９年度現在年度現在年度現在年度現在
（２００（２００（２００（２００７７７７年）年）年）年）

ルータの変遷（平成９年度ルータの変遷（平成９年度ルータの変遷（平成９年度ルータの変遷（平成９年度〜〜〜〜１１１１９９９９年度）年度）年度）年度）

マルチシャーシマルチシャーシマルチシャーシマルチシャーシ
による拡張による拡張による拡張による拡張
640G～～～～1.2T××××ｎｎｎｎ
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ルータの処理能力ルータの処理能力ルータの処理能力ルータの処理能力

2003.11現在

１００１００１００１００GEther等等等等40G超超超超IFは標準化中。２０１０年頃には実現可能かは標準化中。２０１０年頃には実現可能かは標準化中。２０１０年頃には実現可能かは標準化中。２０１０年頃には実現可能か

インタフェース速度インタフェース速度インタフェース速度インタフェース速度

OCOCOCOC----192192192192
(10G)(10G)(10G)(10G)

OCOCOCOC----48484848
(2.4G)(2.4G)(2.4G)(2.4G)

OCOCOCOC----12121212
(600M)(600M)(600M)(600M)

OCOCOCOC----3333
(150M)(150M)(150M)(150M)

100M100M100M100M

OCOCOCOC----768768768768
(40G)(40G)(40G)(40G)

1997199719971997 19991999199919991998199819981998 年年年年2000200020002000 2001200120012001 2002200220022002 2003200320032003

OCOCOCOC----768768768768
以上以上以上以上

200200200200４４４４

初期バックボーンルータ
ATM/Serial-IF

【数Gbps】

数ギガビット級ルータ
ATM/FastETher-IF

【数十Gbps】

数十ギガビット級ルータ
POS2.4G/GigaEther-IF

【数百Gbps】

数百ギガビット級ルータ
POS10G/10GigaEther-IF

【数Tbps】

テラビット級ルータ
POS40G-IF

【数十Tbps】

200200200200５５５５ 200200200200６６６６ 200200200200７７７７

次世代
超高速IFルータ
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OCNOCNOCNOCNバックボーンの変革バックボーンの変革バックボーンの変革バックボーンの変革

TIMETIMETIMETIME OCNバックボーンバックボーンバックボーンバックボーン 対外接続（国際）対外接続（国際）対外接続（国際）対外接続（国際） 対外接続（国内）対外接続（国内）対外接続（国内）対外接続（国内）

2002.072002.072002.072002.07 ９．６９．６９．６９．６GGGG ８．０８．０８．０８．０GGGG ９．０９．０９．０９．０GGGG

2002.02002.02002.02002.0１１１１ ４．８４．８４．８４．８GGGG ３．６３．６３．６３．６GGGG ５．２５．２５．２５．２GGGG

200200200200１１１１.07.07.07.07 １．８１．８１．８１．８GGGG ２．５２．５２．５２．５GGGG ４．３４．３４．３４．３GGGG

200200200200１１１１.0.0.0.0１１１１ １．８１．８１．８１．８GGGG ２．５２．５２．５２．５GGGG １．２１．２１．２１．２GGGG

2000.072000.072000.072000.07 １．２１．２１．２１．２GGGG １．３１．３１．３１．３GGGG １．０１．０１．０１．０GGGG

2000.02000.02000.02000.0１１１１ ５００５００５００５００MMMM ５００５００５００５００MMMM ６００６００６００６００MMMM

1999.071999.071999.071999.07 ３７５３７５３７５３７５MMMM ４００４００４００４００MMMM ６００６００６００６００MMMM

2003.072003.072003.072003.07 ２０．０２０．０２０．０２０．０GGGG ２６．０２６．０２６．０２６．０GGGG ３１．０３１．０３１．０３１．０GGGG

2003.02003.02003.02003.0１１１１ ９．６９．６９．６９．６GGGG １２．０１２．０１２．０１２．０GGGG １１．０１１．０１１．０１１．０GGGG

2004.012004.012004.012004.01 ４４４４０．００．００．００．０GGGG ２８．０２８．０２８．０２８．０GGGG ６０．０６０．０６０．０６０．０GGGG

2004.072004.072004.072004.07 ８０．０８０．０８０．０８０．０GGGG ４８．０４８．０４８．０４８．０GGGG ７８．０７８．０７８．０７８．０GGGG

2005.012005.012005.012005.01 ８０．０８０．０８０．０８０．０GGGG ４８．０４８．０４８．０４８．０GGGG ７８．０７８．０７８．０７８．０GGGG

2005.072005.072005.072005.07 ８０．０８０．０８０．０８０．０GGGG ６８．０６８．０６８．０６８．０GGGG ８８．０８８．０８８．０８８．０GGGG

1996.12(Sin)1996.12(Sin)1996.12(Sin)1996.12(Sin) ２４２４２４２４MMMM ６６６６MMMM ７７７７....５５５５MMMM

2006.122006.122006.122006.12 １２０１２０１２０１２０．０．０．０．０GGGG １４０１４０１４０１４０．０．０．０．０GGGG １３７１３７１３７１３７．０．０．０．０GGGG
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ルータ、SWの冗長化技術

Router

Router

Router

SW

SW

SW

Router

Router

SW

SW

Router

/Server

Spanning TreeDynamic rourtingによる経路選択

BGP/OSPF etc. STP/RSTP etc.
ﾍﾞﾝﾀﾞ独自プロトコルも

ノード冗長化プロトコル
VSRP/ESRP etc.

各社ベンダ独自

Master

Slave

SW

SW

SW

Ring protocolによる冗長化
RPR etc.   ﾍﾞﾝﾀﾞ独自プロトコルも

SW

Master

backup

Virtual Router

DefaultRoutingのみのRouter/Server

に対する経路冗長
VRRP etc.

※VRRP:Virtual Router Redundancy Protocol

Virtual Router（仮想IPアドレス）に対してパケット送信

安定動作だが断検知に時間かかる場合はBFD等の実装も
STPでは断時間長い

など問題ある時は
ベンダ独自機能も

※BFD：Bidirectional Forwarding Detection
（リンクダウン検知プロトコル）

迂回時に遠回りする場合、遅延考慮必要

※RSTP:Rapid Spanning Tree Protocol

高速迂回可能としたSTP

※VSRP(Foundry社)、
ESRP(Extream社)

※RPR:Resilient Packet Ring

帯域共有型のリング構成の実現
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総務省 次世代IPインフラ研究会報告データに基づき構成

トラヒック交換の東京１極集中トラヒック交換の東京１極集中トラヒック交換の東京１極集中トラヒック交換の東京１極集中

IPトラヒックの大部分は東京で交換されている

0 50 100 150 200 250 300

回線容量(Gbps)

Transit販売

Transit購入

プライベートピアリング

ＩＸ

回線容量の地域別比較

東京

大阪

不明

米国
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・・・・・・・・ 大容量ルータをコアに据えたギガクラスネットワーク大容量ルータをコアに据えたギガクラスネットワーク大容量ルータをコアに据えたギガクラスネットワーク大容量ルータをコアに据えたギガクラスネットワーク大容量ルータをコアに据えたギガクラスネットワーク大容量ルータをコアに据えたギガクラスネットワーク大容量ルータをコアに据えたギガクラスネットワーク大容量ルータをコアに据えたギガクラスネットワーク

・・・・・・・・ 東阪４ビル－スクエア構成による信頼性の確保東阪４ビル－スクエア構成による信頼性の確保東阪４ビル－スクエア構成による信頼性の確保東阪４ビル－スクエア構成による信頼性の確保東阪４ビル－スクエア構成による信頼性の確保東阪４ビル－スクエア構成による信頼性の確保東阪４ビル－スクエア構成による信頼性の確保東阪４ビル－スクエア構成による信頼性の確保

・・・・・・・・ 東阪の２エリアにおけるＧＷ／サーバ機能分散東阪の２エリアにおけるＧＷ／サーバ機能分散東阪の２エリアにおけるＧＷ／サーバ機能分散東阪の２エリアにおけるＧＷ／サーバ機能分散東阪の２エリアにおけるＧＷ／サーバ機能分散東阪の２エリアにおけるＧＷ／サーバ機能分散東阪の２エリアにおけるＧＷ／サーバ機能分散東阪の２エリアにおけるＧＷ／サーバ機能分散

・・・・・・・・ 各各各各各各各各NOCNOCからは東京からは東京からは東京からは東京からは東京からは東京からは東京からは東京//大阪各２ビルへの冗長構成化大阪各２ビルへの冗長構成化大阪各２ビルへの冗長構成化大阪各２ビルへの冗長構成化大阪各２ビルへの冗長構成化大阪各２ビルへの冗長構成化大阪各２ビルへの冗長構成化大阪各２ビルへの冗長構成化

OCNOCNOCNOCNバックボーンネットワーク構成バックボーンネットワーク構成バックボーンネットワーク構成バックボーンネットワーク構成（（（（2005200520052005年：年：年：年： STEP1)STEP1)STEP1)STEP1)

東京１極集中の回避、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続拠点分散を図る事で高信頼東京１極集中の回避、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続拠点分散を図る事で高信頼東京１極集中の回避、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続拠点分散を図る事で高信頼東京１極集中の回避、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続拠点分散を図る事で高信頼/高品質高品質高品質高品質/高安定性を実現高安定性を実現高安定性を実現高安定性を実現東京１極集中の回避、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続拠点分散を図る事で高信頼東京１極集中の回避、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続拠点分散を図る事で高信頼東京１極集中の回避、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続拠点分散を図る事で高信頼東京１極集中の回避、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続拠点分散を図る事で高信頼/高品質高品質高品質高品質/高安定性を実現高安定性を実現高安定性を実現高安定性を実現

・・・・・・・・ 東阪ＢＢ東阪ＢＢ東阪ＢＢ東阪ＢＢ東阪ＢＢ東阪ＢＢ東阪ＢＢ東阪ＢＢ 8080808080808080ＧＧＧＧＧＧＧＧ
・・・・・・・・ 国際接続国際接続国際接続国際接続国際接続国際接続国際接続国際接続 4848484848484848ＧＧＧＧＧＧＧＧ
・・・・・・・・ 国内接続国内接続国内接続国内接続国内接続国内接続国内接続国内接続 7878787878787878Ｇ＋Ｇ＋Ｇ＋Ｇ＋Ｇ＋Ｇ＋Ｇ＋Ｇ＋25G25G25G25G25G25G25G25G

Bup

東京１東京１東京１東京１東京１東京１東京１東京１東京１東京１東京１東京１大阪１大阪１大阪１大阪１大阪１大阪１大阪１大阪１大阪１大阪１大阪１大阪１

東京２東京２東京２東京２東京２東京２東京２東京２東京２東京２東京２東京２大阪２大阪２大阪２大阪２大阪２大阪２大阪２大阪２大阪２大阪２大阪２大阪２

…………
他ＮＯＣ他ＮＯＣ他ＮＯＣ他ＮＯＣ他ＮＯＣ他ＮＯＣ他ＮＯＣ他ＮＯＣ他ＮＯＣ他ＮＯＣ他ＮＯＣ他ＮＯＣ 他ＮＯＣ他ＮＯＣ他ＮＯＣ他ＮＯＣ他ＮＯＣ他ＮＯＣ他ＮＯＣ他ＮＯＣ他ＮＯＣ他ＮＯＣ他ＮＯＣ他ＮＯＣ
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法人向けＯＣＮの激甚対策法人向けＯＣＮの激甚対策法人向けＯＣＮの激甚対策法人向けＯＣＮの激甚対策
○継続的なＯＣＮバックボーン増強に加え大都市圏直下型地震への危機管理、ＢＣＰ対策の必要性が高まる。

今までの課題今までの課題今までの課題今までの課題今までの課題今までの課題今までの課題今までの課題

・首都圏での直下型地震のような大規模災害が発生し、仮に東京東京東京東京エリアのエリアのエリアのエリアのコア２拠点コア２拠点コア２拠点コア２拠点がががが同時に同時に同時に同時に
被災被災被災被災するケースするケースするケースするケースにおいては、首都圏のみならず従属関係となっている北海道や東北など各拠点
へも影響を及ぼす恐れがある。

インターネットの重要性の高まりとインターネットの重要性の高まりとインターネットの重要性の高まりとインターネットの重要性の高まりと
ギャランティ型サービスニーズ拡大を踏まえギャランティ型サービスニーズ拡大を踏まえギャランティ型サービスニーズ拡大を踏まえギャランティ型サービスニーズ拡大を踏まえ

影響範囲影響範囲影響範囲影響範囲影響範囲影響範囲影響範囲影響範囲

コアコアコアコアコアコアコアコア

コアコアコアコアコアコアコアコア

コアコアコアコアコアコアコアコア

コアコアコアコアコアコアコアコア

東日本東日本
エリアエリア

西日本西日本
エリアエリア

大規模大規模大規模大規模大規模大規模大規模大規模
災害災害災害災害災害災害災害災害
（東京）（東京）（東京）（東京）（東京）（東京）（東京）（東京）

被災箇所被災箇所被災箇所被災箇所被災箇所被災箇所被災箇所被災箇所

大阪エリア大阪エリア大阪エリア大阪エリア大阪エリア大阪エリア大阪エリア大阪エリア 東京エリア東京エリア東京エリア東京エリア東京エリア東京エリア東京エリア東京エリア

OCNOCNOCNOCNバックボーンネットワーク構成バックボーンネットワーク構成バックボーンネットワーク構成バックボーンネットワーク構成（（（（2002002002007777年：年：年：年： STEPSTEPSTEPSTEP2222))))
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ネットワークにおける信頼性の確保ネットワークにおける信頼性の確保ネットワークにおける信頼性の確保ネットワークにおける信頼性の確保ネットワークにおける信頼性の確保ネットワークにおける信頼性の確保ネットワークにおける信頼性の確保ネットワークにおける信頼性の確保

・・・・ISPISPISPISPの中枢（コア）拠点がの中枢（コア）拠点がの中枢（コア）拠点がの中枢（コア）拠点が東京東京東京東京エリアにエリアにエリアにエリアに集中していると集中していると集中していると集中していると、首都圏での災害（直下型地震など）が発生した場合、バックボーンは
分断され広い範囲で甚大な通信故障となってしまう。さらに復旧の長期化も予想される。
・OCNバックボーンは、この課題に対しコア拠点間をコア拠点間をコア拠点間をコア拠点間を100km100km100km100km以上離以上離以上離以上離すすすすことで、直下型地震のような大規模災害が主要都市で
発生しても分散されたコア拠点と迂回ルートを構築することで、東京エリア被災による影響範囲を最小限にくいとめることが可能。
・北海道や東北エリアでOCNに接続されるユーザのインターネット通信や西日本エリアとの拠点間通信が救済。

・・・・ISPISPISPISPの中枢（コア）拠点がの中枢（コア）拠点がの中枢（コア）拠点がの中枢（コア）拠点が東京東京東京東京エリアにエリアにエリアにエリアに集中していると集中していると集中していると集中していると、首都圏での災害（直下型地震など）が発生した場合、バックボーンは
分断され広い範囲で甚大な通信故障となってしまう。さらに復旧の長期化も予想される。
・OCNバックボーンは、この課題に対しコア拠点間をコア拠点間をコア拠点間をコア拠点間を100km100km100km100km以上離以上離以上離以上離すすすすことで、直下型地震のような大規模災害が主要都市で
発生しても分散されたコア拠点と迂回ルートを構築することで、東京エリア被災による影響範囲を最小限にくいとめることが可能。
・北海道や東北エリアでOCNに接続されるユーザのインターネット通信や西日本エリアとの拠点間通信が救済。

ご注意事項ご注意事項ご注意事項ご注意事項
○全てのお客様に激甚対策効果があるわけではありません。対象サービスはギャランティ型のスーパーＯＣＮ／ＯＣＮハウジング用接続サービスの方のみとなります。
○スーパーＯＣＮやハウジング用接続サービスをご利用のお客様であっても、両方のコアに従属されていないエリアで接続されているお客様は対象外となります。

大阪コア大阪コア大阪コア大阪コア

東京コア東京コア東京コア東京コア

群馬コア群馬コア群馬コア群馬コア

愛知コア愛知コア愛知コア愛知コア

東日本東日本
エリアエリア

西日本西日本
エリアエリア

東京エリア東京エリア東京エリア東京エリア東京エリア東京エリア東京エリア東京エリア

100km100km100km100km100km100km100km100km以上以上以上以上以上以上以上以上

大規模大規模大規模大規模大規模大規模大規模大規模
災害災害災害災害災害災害災害災害

（東京）（東京）（東京）（東京）（東京）（東京）（東京）（東京）

100km100km100km100km100km100km100km100km以上以上以上以上以上以上以上以上

影響範囲影響範囲影響範囲影響範囲影響範囲影響範囲影響範囲影響範囲

被災箇所被災箇所被災箇所被災箇所被災箇所被災箇所被災箇所被災箇所
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※※※※2222面構成による面構成による面構成による面構成によるOCNOCNOCNOCNバックボーン強化項目バックボーン強化項目バックボーン強化項目バックボーン強化項目
・・・・ コアルータの大容量化コアルータの大容量化コアルータの大容量化コアルータの大容量化
・・・・ 東日本、西日本で東日本、西日本で東日本、西日本で東日本、西日本で4444ビル化ビル化ビル化ビル化
・・・・ 対外接続の機能分散対外接続の機能分散対外接続の機能分散対外接続の機能分散
・・・・ 各各各各NOCNOCNOCNOCの収容分散の収容分散の収容分散の収容分散

大阪大阪大阪大阪大阪大阪大阪大阪大阪大阪大阪大阪 群馬群馬群馬群馬群馬群馬群馬群馬群馬群馬群馬群馬

愛知愛知愛知愛知愛知愛知愛知愛知愛知愛知愛知愛知 東京東京東京東京東京東京東京東京東京東京東京東京

各各各各NOCNOCNOCNOC各各各各各各各各NOCNOCNOCNOCNOCNOCNOCNOC各各各各NOCNOCNOCNOC各各各各各各各各NOCNOCNOCNOCNOCNOCNOCNOC

AAAAAAAA面面面面面面面面BBBBBBBB面の面の面の面の面の面の面の面の22222222面構成について面構成について面構成について面構成について面構成について面構成について面構成について面構成について
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バックボーンにおけるＬＡＮについては、基本的に完全冗長構成をとり、片系故障時にもバックボーンにおけるＬＡＮについては、基本的に完全冗長構成をとり、片系故障時にもバックボーンにおけるＬＡＮについては、基本的に完全冗長構成をとり、片系故障時にもバックボーンにおけるＬＡＮについては、基本的に完全冗長構成をとり、片系故障時にも

１００％トラヒックを救済できる設計。１００％トラヒックを救済できる設計。１００％トラヒックを救済できる設計。１００％トラヒックを救済できる設計。

バックボーンにおけるＬＡＮについては、基本的に完全冗長構成をとり、片系故障時にもバックボーンにおけるＬＡＮについては、基本的に完全冗長構成をとり、片系故障時にもバックボーンにおけるＬＡＮについては、基本的に完全冗長構成をとり、片系故障時にもバックボーンにおけるＬＡＮについては、基本的に完全冗長構成をとり、片系故障時にも

１００％トラヒックを救済できる設計。１００％トラヒックを救済できる設計。１００％トラヒックを救済できる設計。１００％トラヒックを救済できる設計。

ルータルータルータルータ ルータルータルータルータ

境界境界境界境界境界境界境界境界

SWSWSWSW

迂回迂回迂回迂回

NOCNOCNOCNOCNOCNOCNOCNOC拠点における信頼性の確保拠点における信頼性の確保拠点における信頼性の確保拠点における信頼性の確保拠点における信頼性の確保拠点における信頼性の確保拠点における信頼性の確保拠点における信頼性の確保

SWSWSWSW故障故障故障故障

コアネットワークコアネットワークコアネットワークコアネットワーク

サービスサービスサービスサービス
クラスタクラスタクラスタクラスタ
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②②②②拠点二重化による拠点二重化による拠点二重化による拠点二重化による
冗長性の確保冗長性の確保冗長性の確保冗長性の確保

国内国内国内国内ISPISPISPISP

JPNAPJPNAPJPNAPJPNAP
大阪大阪大阪大阪

N3N3N3N3 JPNAPJPNAPJPNAPJPNAPdixdixdixdix----ieieieie

対外接続における信頼性の確保対外接続における信頼性の確保対外接続における信頼性の確保対外接続における信頼性の確保対外接続における信頼性の確保対外接続における信頼性の確保対外接続における信頼性の確保対外接続における信頼性の確保

NTT/VERIONTT/VERIONTT/VERIONTT/VERIO

①①①①回線二重化回線二重化回線二重化回線二重化
によるによるによるによる

冗長性の確保冗長性の確保冗長性の確保冗長性の確保

対外接続回線についても、装置、回線の分散冗長化、及び拠点の分散冗長化を実施し対外接続回線についても、装置、回線の分散冗長化、及び拠点の分散冗長化を実施し対外接続回線についても、装置、回線の分散冗長化、及び拠点の分散冗長化を実施し対外接続回線についても、装置、回線の分散冗長化、及び拠点の分散冗長化を実施し

最適経路制御により最適経路制御により最適経路制御により最適経路制御によりTrafficTrafficTrafficTraffic運用を運用を運用を運用を実施実施実施実施

対外接続回線についても、装置、回線の分散冗長化、及び拠点の分散冗長化を実施し対外接続回線についても、装置、回線の分散冗長化、及び拠点の分散冗長化を実施し対外接続回線についても、装置、回線の分散冗長化、及び拠点の分散冗長化を実施し対外接続回線についても、装置、回線の分散冗長化、及び拠点の分散冗長化を実施し

最適経路制御により最適経路制御により最適経路制御により最適経路制御によりTrafficTrafficTrafficTraffic運用を運用を運用を運用を実施実施実施実施

Private
Peer

②②②②拠点二重化拠点二重化拠点二重化拠点二重化
によるによるによるによる

冗長性の確保冗長性の確保冗長性の確保冗長性の確保

①①①①回線二重化回線二重化回線二重化回線二重化
によるによるによるによる

冗長性の確保冗長性の確保冗長性の確保冗長性の確保

①①①①回線二重化による回線二重化による回線二重化による回線二重化による
冗長性の確保冗長性の確保冗長性の確保冗長性の確保

東京東京東京東京東京東京東京東京東京東京東京東京大阪大阪大阪大阪大阪大阪大阪大阪大阪大阪大阪大阪
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（参考）経路制御の最適化（参考）経路制御の最適化（参考）経路制御の最適化（参考）経路制御の最適化（参考）経路制御の最適化（参考）経路制御の最適化（参考）経路制御の最適化（参考）経路制御の最適化

ＯＣＮＯＣＮ

基本的に西日本ユーザは
OCN大阪からﾊﾟｹｯﾄ転送

故障

故障時は
迂回

基本的に東日本ユーザは
OCN東京からﾊﾟｹｯﾄ転送

大大大大 阪阪阪阪 東東東東 京京京京

OCNOCNOCNOCN大阪大阪大阪大阪 OCNOCNOCNOCN東京東京東京東京

（（（（ JPNAPJPNAPJPNAPJPNAP、、、、NTT/VERIONTT/VERIONTT/VERIONTT/VERIO東京東京東京東京GWGWGWGW等等等等))))（（（（ JPNAPJPNAPJPNAPJPNAP大阪、大阪、大阪、大阪、NTT/VERIONTT/VERIONTT/VERIONTT/VERIO大阪大阪大阪大阪GW GW GW GW 等等等等))))

海外、および
一部の国内ISP、iDC等
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IXIXIXIXの分散（の分散（の分散（の分散（JPNAPJPNAPJPNAPJPNAP大阪の概要）大阪の概要）大阪の概要）大阪の概要）

インターネットマルチフィード社が大阪市堂島（NTTテレパレーク堂島第1ビル、第3ビル）で提供

JPNAP（東京）・JPNAP大阪相互利用による安全性の確保＆通信経路の最適化

http://www.mfeed.ad.jp/jpnap-osaka/index.html

参考）JPNAP（東京）

http://www.mfeed.ad.jp/jpnap-osaka/traffic.html http://www.mfeed.ad.jp/jpnap/traffic.html

JPNAP大阪
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IXIXIXIXの分散の分散の分散の分散：：：：JPNAPJPNAPJPNAPJPNAP東京東京東京東京ⅡⅡⅡⅡ（新）の概要（新）の概要（新）の概要（新）の概要

【【【【【【【【JPNAPJPNAP東京東京東京東京東京東京東京東京ⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡサービスサービスサービスサービスサービスサービスサービスサービス】】】】】】】】

� インターネットマルチフィード社が東京都豊島区池袋（NTT池袋ビル池袋ビル池袋ビル池袋ビル）で新しく提供するIXポイント

� JPNAP（東京Ⅰ）と、『『『『物理的物理的物理的物理的』』』』にもにもにもにも『『『『論理的論理的論理的論理的』』』』にも完全に独立したにも完全に独立したにも完全に独立したにも完全に独立した商用IX

� 地盤がよく、エンジニアが駆けつけやすい拠点を選定

① JPNAP（東京Ⅰ）接続のみの場合 ② JPNAP（東京Ⅰ）とJPNAP東京Ⅱの

両方で接続の場合

※2008年1月よりサービス開始（試行）

※ JPNAP（東京Ⅰ）のある東京大手町エリアにおける、局所的なリスクを回避局所的なリスクを回避局所的なリスクを回避局所的なリスクを回避
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Japan-US
160G

US-Europe
29G

Asia-Oceania
53G

� Highest quality Global Tier 1 IP Backbone

� Fully redundant network backed by industry leading SLA’s

� Global IPv6/IPv4 dual stack network

Global IP Network OverviewGlobal IP Network OverviewGlobal IP Network OverviewGlobal IP Network Overview
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Additional Route between Europe and Asia (ERA Cable)Additional Route between Europe and Asia (ERA Cable)

New Russia Terrestrial Route (new)

US Cable + Terrestrial Route

Asia-Europe West Bound Route (Planning)

�� Lower latency from Northern Asia region to Europe Lower latency from Northern Asia region to Europe 
�� Cable Redundancy between Asia and EuropeCable Redundancy between Asia and Europe

In addition to the extended coverage in Russia domestic
Expected RFS

Q1 2008

AS2914

AS2914 AS2914


